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・岡田ほか（2018a，2018b）によれば，1741年の渡島大島の山体崩壊による津波の知見として，津波が小河川の河口か
ら小河川沿いに450m以上遡上し堆積物をもたらしたとされる。また堆積物分布末端付近でも堆積物が厚く分布する。 

イベント堆積物層準 

8.津波堆積物調査  8-2 山陰地方における津波堆積物調査  (2)イベント堆積物層厚及び分布標高に関する考察 

文献：岡田ほか（2018a） 津波が河川沿いに遡上した事例；津軽半島五月女萢 

イベント堆積物の空間分布 

岡田ほか(2018a) 
・津軽半島西岸における過去の津波浸水範囲や履歴を明らかにするために，十三湖の北部に位置する五月女萢（そとめやち）にてハンディ
ジオスライサーによる堆積物の調査を行った。五月女萢は，日本海に沿って南北に延びる砂丘（標高10m未満）の背後の低地に位置し，こ
の低地には，浜堤に沿って南北に延びる小河川が存在し，汽水湖である十三湖に注いでいる。小河川の周囲には標高1.0～1.6mの低地
が広がっている。 

・調査の結果，津波起源と考えられるイベント堆積物が認められ，このイベント堆積物は南側から北側にかけて薄くなり，地点11及び地点12
で消滅することが確認された。またイベント堆積物は十三湖方向から海浜砂を伴い，少なくとも二回の連続した流れの行き帰りに対応して
形成されたと解釈できる。 

・イベント堆積物の空間分布から，この津波は日本海から当時の潮流口を通り十三湖に流入し，小河川の十三湖への河口から調査地点の
ある低地を450m以上遡上したと考えられる。 

・なお，岡田ほか(2018b)によれば，このイベント堆積物は1741年の渡島大島の山体崩壊による津波に由来する可能性が指摘されている。 

・イベント堆積物は南から北に向けて薄くなるが，分布域の北端付近において層厚が厚くなる箇所（地点9，約18cm）もある。（当社検討） 

岡田ほか（2018a）より引用・加筆 
青色が加筆箇所，粒径及び層厚の値は図読み取り 

調査位置図 
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・盧ほか（2012）によれば， 2011年東北地方太平洋沖地震津波知見として，津波伝搬速度は河川遡上と陸上遡上と
で異なり，河川遡上の方が速いとされる。 

盧ほか（2012） 

・2011年東北地方太平洋沖地震津波のビデオ画像から津波伝播速度を求め，遡上域の相違による波速の違いを定量的に明らかにし
た。 

・調査の結果，津波伝搬速度が河川遡上と陸上遡上とで異なっていることがわかる。河川では上流地域まで波エネルギーを維持して
伝播しているのに対し，陸上では土地利用状態，構造物の有無などが伝播速度に大きな影響を及ぼしている。 

・名取川の場合，上流と下流で3kmほど離れた場所の伝播速度の差は顕著ではない。これに対して，陸上では伝播速度が急激に減
少する。 

8.津波堆積物調査  8-2 山陰地方における津波堆積物調査  (2)イベント堆積物層厚及び分布標高に関する考察 

 文献：盧ほか（2012） 2011年東北地方太平洋沖地震津波の速度分布 

河川遡上 

陸上遡上 

河口及び海岸線からの距離 

速
度

 

各地点における波速を棒の長さで表す 
盧ほか（2012）より引用・加筆 

青色が加筆箇所。 

名取川下流 

名取川上流 
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8.津波堆積物調査  8-2 山陰地方における津波堆積物調査 (3)基準津波との比較 

 1833年当時の七類湾周辺地形のモデル化 

防波堤 

1833年当時の七類港周辺の地形をモデル化するために，空中写真，地形図及び文献
に基づき検討した。 

・1947年の空中写真と現在の地形図を比べると，七類湾の湾奥を取り囲むように埋め
立てが進み，湾口及び湾内に防波堤が多数築堤されている。 

・都司ほか（2017）(109)によれば，七類市街地について「市街地の形状は明治期と現在
とでは全く変化がない。＜中略＞現在は海岸に沿って，新道（海側）と旧道（内陸側）
が平行に走っているが，明治期の地図には旧道だけしかなく，現在の新道の通ってい
るあたりは明治期の地図では海域になっている。」とされている。 

現在の地形図 

以上より，1833年当時の七類港周辺の地形を次のようにモデル化した。 

・1833年から1947年の間に防波堤や埋立地は造られていないことから，これら全てを取り除いたモデルとした。 

・七類市街地東側の海岸線は，現在の新道付近が旧海岸線に概ね一致することから，この位置を海岸線とするモデルとした。 

1947年の空中写真 

米軍撮影空中写真 

コース番号：R517-3，写真番号：20 

境港周辺の地形の変遷：地形図及び空中写真の同じ位置を同縮尺で表示 

現在の地形図拡大 旧道 新道 

都司ほか（2017）が 

示す浸水限界地点 

地理院地図HPより引用，加筆 

防波堤 

埋立地 

凡例 

埋立地 

第605回審査会合 

資料1 P122 再掲 
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8.津波堆積物調査  8-2 山陰地方における津波堆積物調査 (3)基準津波との比較 

 1833年当時の境港周辺地形のモデル化 

1833年当時の境港周辺の地形をモデル化するために，地形図及び文献
に基づき検討した。 

・1806年と現在の地形図を比べると，昭和町と竹内団地の埋立地が造成
されている。境港市（1997）(110)によれば，昭和町は1967年に，竹内団
地は1986年に埋立が竣工したとされている。 

・境港市（1996）(111)は，明治時代前半の境港に入港する北前船の写真を
示している（左図）。この写真によれば，明治時代前半において護岸が
無かった様子が認められる。なお，小泉（1915）(112)によれば，明治37年
（1904年）に境町御台場から堀川間の海岸に，幅四間，東西延長七百
二十間（幅約7m，延長約1300m）の海岸物揚場が完成したとされてい
る。 

以上より，1833年当時の境港周辺の地形を次のようにモデル化した。 

・昭和町と竹内団地の埋立地の箇所を海域とし，この範囲の海底地形は
周辺の海底面を参考に作成した。次頁にモデル化した海底地形を示す。 

・1833年当時，境水道沿いは護岸がないことから，海岸線（標高T.P.0m）
から緩やかに標高が上がるモデル形状とした。 

1806年の地形図（伊能図） 

国土地理院古地図コレクション伊能図HPより引用 

境港市（1996）より引用，加筆 

島根半島 境水道 境港 

青色が加筆箇所 

境港周辺の地形の変遷：地形図の同じ位置を同縮尺で表示 

現在の地形図 

地理院地図HPより引用，加筆 

昭和町 

竹内団地 

御台場 堀川 
島根半島 

境港 

第771回審査会合 資料1-3 P381 再掲 

1833年当時の境港周辺の地形をモデル化するために，地形図及び文献
に基づき検討した。 

・1806年と現在の地形図を比べると，昭和町と竹内団地の埋立地が造成
されている。境港市（1997）(91)によれば，昭和町は1967年に，竹内団地
は1986年に埋立が竣工したとされている。 

・境港市（1996）(92)は，明治時代前半の境港に入港する北前船の写真を
示している（左図）。この写真によれば，明治時代前半において護岸が
無かった様子が認められる。なお，小泉（1915）(93)によれば，明治37年
（1904年）に境町御台場から堀川間の海岸に，幅四間，東西延長七百
二十間（幅約7m，延長約1300m）の海岸物揚場が完成したとされてい
る。 
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8.津波堆積物調査  8-2 山陰地方における津波堆積物調査 (3)基準津波との比較 

 1833年当時の境港周辺地形のモデル化：埋立地周辺 

地理院地図HPより引用，青色が加筆箇所 

昭和町 

竹内団地 弓ヶ浜半島 

島根半島 現在の海底地形モデル 1833年当時の海底地形モデル 

昭和町 

竹内団地 

境港周辺の海底地形のモデルを図に示す。 

・昭和町と竹内団地はなかったことから，この範囲の海底地形は周辺の海底面を参考に作成した。 

弓ヶ浜半島 

島根半島 

第771回審査会合 資料1-3 
P382 再掲 
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8.津波堆積物調査  8-2 山陰地方における津波堆積物調査 (3)基準津波との比較 

 1833年当時の米子空港周辺地形のモデル化 

1947年の空中写真 現在の地形図 

1947年当時の川尻川流域 

米軍撮影空中写真に加筆 

コース番号：M515-6，写真番号：25 

地理院地図HPより引用，加筆 

米子空港周辺の地形の変遷：空中写真及び地形図の同じ位置を同縮尺で表示 

以上より，1833年当時の米子空港周辺の川を次のようにモデル化した。 

・1947年の川尻川の流路を基本とした。 

・河川遡上の浸水高を求めるため，酒井・入月(2014)のHGS14地点のイベント堆積物の分布標高T.P.1.0m（P354参照）を河床と考え，河
川の上流端の河道の高さをT.P.1.0mとした。河口の高さがT.P.0mであり，これら2地点間の勾配が一定となるよう設定した。 

・解析モデルでは，河道に沿ってメッシュが途切れないように溝状の低地を配置した。河道外の地形は，当時の地形情報がないことから，
現在の地形情報を用いてモデルを作成した。 

HGS14 
HGS13 

線路 

川尻川 
川尻川 

1947年当時の川尻川（緑線） 

HGS14 

HGS13 

イベント堆積物確認地点 

1833年当時の米子空港周辺の津波が遡上したと考えられる川（現在の川尻川）をモデル化
するために，空中写真及び地形図に基づき検討した。 

・1947年の空中写真を見ると，海岸から線路付近までのびる川尻川の流路が認められる（左
下図：緑線）。 

・米子空港周辺付近は，空港拡張に伴う造成工事が2008年頃に実施され，その際，川の流
路等が変えられている。 

かわしり 

河川のモデル化 
計算格子サイズは50m 

川尻川 

P1 現在の川尻川河口付近（2018年8月撮影） 

P1 

第771回審査会合 資料1-3 P383 再掲 
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・基準津波１（鳥取県(2012）が日本海東縁部に想定した地震による津波）の水位が，1983年日本海中部地震津波，1993年北海道南西沖地震津波の
津波痕跡高※を上回ることを確認した。 

8.津波堆積物調査  8-2 山陰地方における津波堆積物調査 (3)基準津波との比較 

 津波痕跡高と基準津波の比較 

※ 同一地点に複数の痕跡が認めら
れる場合，個別に記載する。（津波
痕跡地点及び痕跡高については
P26,27参照） 
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1983年日本海中部地震津波痕跡高 
1993年北海道南西沖地震津波痕跡高 
基準津波１（鳥取県(2012)） 
 

1983年日本海中部地震津波痕跡地点 

1993年北海道南西沖地震津波痕跡地点 

第771回審査会合 資料1-3 P385 再掲 
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・基準津波のモーメントマグニチュードMw（8.09～8.25）は，土木学会(2002) に示される1833年山形・庄内沖地震津波
の既往津波の痕跡高を説明できる断層モデルのモーメントマグニチュードMw（7.76，7.82）を十分上回る設定となっ
ていることを確認した。 
・なお，基準津波のモーメントマグニチュードMw（8.09～8.25）は1983年日本海中部地震津波及び1993年北海道南西
沖地震津波のモーメントマグニチュードMw（7.74，7.84）を上回る設定となっていることを確認した。 

 
8.津波堆積物調査  8-2 山陰地方における津波堆積物調査  (3)基準津波との比較  

 検討① 基準津波と1833年山形・庄内沖地震津波の規模の比較 １）モーメントマグニチュードMwの比較 

・基準津波１及び基準津波２のモーメントマグニチュードMwが，1833年山形・庄内沖地震津波を上回る設定となって
いることを確認する。 
・1833年山形・庄内沖地震津波のMwは土木学会（2002）に示される日本海東縁部の既往津波の痕跡高を説明でき
る断層モデルにより確認する。 

日本海東縁部の既往津波の痕跡高を説明できる断層モデル 

土木学会（2002）を引用 

第771回審査会合 
資料1-2 P328 再掲 
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・小泉（1915）では，津波発生日の夜に津波の余波を受け港内に潮が満ち，餘子神社境内へ浸水したとされる。 

・旧暦は潮位変動に影響する月の満ち欠けの周期を暦にしたものであり，津波襲来日である旧暦10月26日は，朔日（旧暦毎月1日，新月の日）の４
日前※５であることから，朔日の潮位に近い高さと考えられる。 

・津波襲来日である旧暦10月26日の夜間潮位について，気象庁 境地点における潮汐観測資料に基づき，過去10年の満潮時刻について検討した
結果，旧暦10月26日は22時～24時頃に満潮になる傾向が認められる。 

・餘子神社で最大水位を記録した数値シミュレーション（ケース９）では，餘子神社における最大水位発生時間が地震発生から5時間半後であった。
渡辺（1998）によれば地震発生時刻は申の上刻（15時～16時頃）とされていることから，津波到達時刻は20時半～21時半頃と考えられる。 

小泉（1915）「境港沿革史」，P19 

 原文 

其五 海嘯 

天保四年巳十月二十六日※６の夜雲州島根郡七類浦

の海嘯は海岸より七十三間余海水上りて人家田圃とも

一面海となりて田圃に数種の魚類遊泳し干潮後翌日に

至り深き水溜より魚類澤山拾ひ取りしと云ふ、同夜當

湊も其餘波を被り湊内満潮、餘子大明神鳥居より境内

へ海水浸入し交通杜絶し一時は皆家を出て身を避んと

すると幸にして数刻ならずして潮曳き皆安心したりと記

録に見へたる而已ならず其當時を記憶せし老人の寝物

語りを著者聞し事あり云々。 

境港周辺に関する記載に下線を付す。 
※６ 天保四年十月二十六日は，グレゴリオ暦1833年12月7日。 

1833年山形・庄内沖地震による津波に関して，島根半島周辺における津波襲来時の状況を記載した資料として，小泉（1915）がある。
以下に資料の原文を示し，潮位に関する考え方を示す。 

1833年山形・庄内沖地震による津波に関して記載した資料等から，潮位の高い時間帯に津波が到達したと考えらえる。しかしながら，
具体的な潮位は不明であることから，数値シミュレーションでは敷地の朔望平均満潮位（46cm）を適用する。 

※１ グレゴリオ暦の換算は「こよみのページ」HP（113）を参照 

※２ 満潮時刻は気象庁HP「潮汐観測資料」（114）を参照  
※３ 満潮は日付を越した11/26深夜，  ※４ 該当日はデータ欠測 
※５ 国立国会図書館HP（115）によれば，1833年10月は小の月（29日）とされる。 

グレゴリオ暦 満潮時刻 

2017/12/13 23:29 

2016/11/25 24:18※３ 

2015/12/7 23:36 

2014/12/17 21:59 

2013/11/28 22:09 

2012/12/9 22:34 

2011/11/21 欠測※４ 

2010/12/1 22:46 

2009/12/12 22:41 

2008/11/23 23:36 

過去10年の気象庁 境地点における
旧暦10月26日※１の夜間満潮時刻※２ 

8.津波堆積物調査  8-2 山陰地方における津波堆積物調査  (3)基準津波との比較 

 1833年山形・庄内沖地震の津波襲来時の潮位に関する考え方 
第771回審査会合 
資料1-2 P329 再掲 
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8.津波堆積物調査  8-2 山陰地方における津波堆積物調査  (3)基準津波との比較  

 検討① 基準津波と1833年山形・庄内沖地震津波の規模の比較 ２）既往津波の痕跡高の比較 

境 0.42 (A) 

境港 0.4 (C) 

堀川港 0.6 (C) 

境 0.37 (A) 

西原 0.6 (C) 

淀江 0.6 (B) 

淀江 1.3 (C) 

御来屋 0.3 (C) 

名和 0.6 (C) 

中山 0.3 (C) 

御崎港 1.2 (C) 

御崎 1.4 (C) 

赤碕 1.2 (B) 

赤碕 0.8 (C) 

赤碕 0.78 (A) 

八橋海水浴場 0.4 (C) 

流川河口（洗川河口） 0.3 (C) 

逢束港 1.0 (C) 

泊港 0.9 (C) 

泊 0.6 (C) 

長和瀬 0.9 (C) 

青谷海岸 0.6 (C) 

舟磯港（船磯港） 0.7 (C) 

船磯 1.00 (C) 

酒津港 1.0 (C) 

酒ノ津[酒津] 1.00 (C) 

酒津 0.6 (B) 

賀露 0.09 (C) 

網代 0.7 (C) 網代 0.83 (A) 

田後港 0.5 (C) 

田後 0.11 (A) 

田後 0.14 (A) 

仁夫 1.0 (B) 

来居 1.2 (B) 

崎 0.9 (B) 

三度 2.25 (B) 

珍崎 0.8 (B) 

御波 1.27 (A) 

知々井 1.95 (A) 

由良 1.1 (B) 

菱浦 1.12 (A) 

豊田 1.1 (B) 

宇受賀 0.9 (B) 

北分 1.67 (A) 

宇賀 1.19 (A) 都万 1.29 (A) 

蛸木 0.9 (B) 

加茂 1.3 (B) 

加茂 0.98 (A) 

西郷 0.29 (A) 

代 1.4 (B) 

重栖 1.29 (A) 

布施村 1.0 (B) 

久見 1.8 (B) 

久見 1.97 (A) 

船引 1.96 (A) 

加茂 2.3 (C) 

北分 2.6 (B) 

中里 2.2 (A) 

江ノ橋 2.7 (A) 

西分 2.3 (D) 

福井 1.3 (B) 

船越 2.4 (B) 

保々見港 2.7 (B) 

菱浦漁港 1.6 (B) 

美田港（船越水道） 2.8 (B) 
加茂 1.68 (A) 

加茂漁港 2.0 (B) 

西郷 0.97 (A) 

大久漁港 1.1 (B) 

大久 1.84 (A) 

代港 3.0 (B) 

重栖港 2.1 (B) 

久見漁港 2.1 (B) 

布施 1.51 (A) 

中村漁港 2.3 (B) 

中村 3.27 (A) 

西郷 0.48 (A) 

布施漁港 1.6 (B) 

大社漁港 0.68 (B) 

大社 0.25 (Z) 

宇龍 1.2 (B) 

鷺浦 1.7 (B) 

十六島 0.2 (C) 
鵜峠 1.2 (B) 

十六島 0.2 (Z) 

釜浦 1.3 (C) 

塩津 1.2 (C) 
三津 1.1 (B) 

松江(魚瀬) 1.0 (Z) 

佐香 1.4 (B) 

伊野浦 0.4 (C) 

六坊 0.4 (B) 

芦尾 0.7 (C) 

手結 1.2 (B) 
片句 1.7 (B) 

御津 1.93 (A) 

大芦 2.2 (B) 

佐波 3.4 (C) 

恵曇 1.4 (B) 

大芦 2.2 (Z) 

小波 1.6 (B) 

多古 1.15 (B) 

瀬崎 0.3 (B) 

野井 0.9 (C) 

笠浦 1.4 (B) 
千酌 0.97 (B) 沖泊 1.3 (B) 

菅浦 1.0 (C) 

稲積 1.15 (B) 

片江 1.4 (B) 

笹子 1.4 (C) 

惣津 0.4 (C) 

七類 1.65 (A) 

法田 2.14 (A) 

諸喰 1.3 (C) 
雲津 2.5 (B) 

軽尾 2.65 (B) 

才浦 2.9 (B) 

宇竜（日御碕） 0.52 (C) 

日御碕 0.52 (C) 

大社町（外洋） 1.84 (Z) 

宇竜漁港 1.84 (A) 

鷺浦漁港1.38 (B) 

北浜漁港内 0.9 (A) 

小伊津（三津）漁港 1.18 (B) 

小伊津漁港 1.38 (B) 

小伊津（坂浦）漁港 1.18 (B) 

恵曇漁港 0.75 (A) 

片句 0.85 (C) 

御津 1.55 (C) 

小波 1.7 (C) 

沖泊 1.7 (C) 

野井漁港 1.35 (B) 

七類 3.1 (B) 

法田漁港 1.45 (B) 

雲津漁港 2.65 (B) 

軽尾 2.0 (B) 野波 2.8 (Z) 

佐香 1.4 (Z) 

野波 1.77 (A) 

加賀 1.52 (A) 

加賀漁港 1.15(B) 

七類港 1.15 (B) 

餘子神社 2.4 (A) 

七類 1.7 (B) 

米子空港周辺 1.4 

島根原子力発電所 

・1833年山形・庄内沖地震津波の規模を推定するため，1833年山形・庄内沖地震津波と1983年日本海中部地震津波及び1993年北海道
南西沖地震津波との島根半島～鳥取県の痕跡高を比較する。 

1833年山形・庄内沖地震 

1983年日本海中部地震 

1993年北海道南西沖地震 

地点名 痕跡高さ(m) (信頼度) 

凡例 

【津波痕跡地点】 

境 0.42 (A) 

境港 0.4 (C) 

堀川港 0.6 (C) 

境 0.37 (A) 

西原 0.6 (C) 

淀江 0.6 (B) 

淀江 1.3 (A) 

御来屋 0.3 (C) 

名和 0.6 (C) 

中山 0.3 (C) 

御崎港 1.2 (C) 

御崎 1.4 (C) 

赤碕 1.2 (B) 

赤碕 0.8 (C) 

赤碕 0.78 (A) 

八橋海水浴場 0.4 (C) 

流川河口（洗川河口） 0.3 (C) 

逢束港 1.0 (C) 

泊港 0.9 (C) 

泊 0.6 (C) 

長和瀬 0.9 (C) 

青谷海岸 0.6 (C) 

舟磯港（船磯港） 0.7 (C) 

船磯 1.00 (C) 

酒津港 1.0 (C) 

酒ノ津[酒津] 1.00 (C) 

酒津 0.6 (B) 

賀露 0.09 (C) 

網代 0.7 (C) 網代 0.83 (A) 

田後港 0.5 (C) 

田後 0.11 (A) 

田後 0.14 (A) 

第632回審査会合 資料2 P67 加筆・修正 

第632回審査会合 資料2  P67 再掲 

第771回審査会合 
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8.津波堆積物調査  8-2 山陰地方における津波堆積物調査  (3)基準津波との比較  

 検討① 基準津波と1833年山形・庄内沖地震津波の規模の比較  ２）既往津波の痕跡高の比較 

島根県（島根半島） 鳥取県 
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島根県（隠岐諸島） 

【痕跡地点の選定について】 

1983年日本海中部地震津波及び1993年北海道
南西沖地震津波については，隠岐諸島では信頼
度A及びB，鳥取県では信頼度A～Cの痕跡を採
用し，整理した。 

・1833年山形・庄内沖地震津波の痕跡は主に島根県の隠岐諸島において確認されており，鳥取県では餘子神社でのみ確認されている。 
・以下に示す痕跡高等の比較より，1833年山形・庄内沖地震津波の規模は1983年日本海中部地震津波及び1993年北海道南西沖地震津波と概ね同
規模であると考える。 
 1) 隠岐諸島においては，1833年山形・庄内沖地震津波の痕跡高は1983年日本海中部地震津波及び1993年北海道南西沖地震津波の痕跡高と概ね

同等である。 
 2) 1833年山形・庄内沖地震津波の痕跡である島根半島の七類，鳥取県の餘子神社及び米子空港周辺における痕跡高等については，1983年日本

海中部地震津波及び1993年北海道南西沖地震津波による近傍の痕跡※と比較すると大きくなっており，1833年当時は防波堤等の津波高さを低減
させる施設が無かった（P394～397参照）ことによるものと考える。 

近傍の痕跡地点 

七類（A） 七類（B） 

餘子神社 境（A) 

米子空港 境港（C） 

※近傍の痕跡地点 

第771回審査会合 
資料1-2 P331 再掲 
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・基準津波は，1833年山形・庄内沖地震津波の痕跡等が確認された島根県（七類）及び鳥取県（餘子神社及び米子空港周辺）では，基準津
波が痕跡高等を上回らない結果となった。 

・上記地点において，基準津波が痕跡高等を上回らなかった理由としては，以下が考えられる。 
 １）1833年当時は防波堤等の津波高さを低減させる施設が無かったこと（P394～397参照）により痕跡高が高くなっていること 
 ２）基準津波は敷地に影響の大きい波源を選定しているが，痕跡地点等が敷地から遠方に位置しており，更に餘子神社及び米子空港周辺

地点は内湾に位置しており，敷地が位置する島根半島の日本海側とは地形的な特徴が異なること 
・なお，基準津波は，1833年山形・庄内沖地震津波と同規模と考えられる1983年日本海中部地震津波及び1993年北海道南西沖地震津波の
痕跡高等を上回ることを確認した。 

 
8.津波堆積物調査  8-2 山陰地方における津波堆積物調査  (3)基準津波との比較  

 検討① 基準津波と1833年山形・庄内沖地震津波の規模の比較 ３）基準津波と痕跡高の比較 

※１ 痕跡地点の位置はP401参照 
※２ 潮位は考慮していない。 

・基準津波が島根半島～鳥取県における1833年山形・庄内沖地震津波の痕跡高等※１を上回ることを確認する。 

島根県（島根半島） 鳥取県 
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8.津波堆積物調査  8-2 山陰地方における津波堆積物調査  (3)基準津波との比較  

 検討② 餘子神社及び米子空港周辺に影響の大きい因子の抽出 

傾斜角 
の影響 

東西位置
の影響 

大すべり
域位置の
影響 

東西位置 走向 
大すべり域 

位置 
幅(km) 傾斜角(°) Mw 

評価水位（T.P. m）※ 

美保関沖 弓ヶ浜沖 七類沖 
島根原子力発電所 

施設護岸又は防波壁 

(2) 一定 ⅡⅢ 40.0 30 8.25 1.8 1.3 1.3 3.0 
(2) 一定 ⅡⅢ 28.3 45 8.15 1.4 1.1 1.2 3.2 
(2) 一定 ⅡⅢ 23.1 60 8.09 1.4 0.9 1.1 3.4 
(1) 一定 ⅡⅢ 23.1 60 8.09 1.3[1.34] 0.8 2.4 3.1 
(2) 一定 ⅡⅢ 23.1 60 8.09 1.4[1.36] 0.9 1.1 3.4 
(3) 一定 ⅡⅢ 23.1 60 8.09 0.9 0.7 1.2 3.7 
(4) 一定 ⅡⅢ 23.1 60 8.09 0.9 0.8 0.8 2.6 
(2) 一定 ⅠⅡ 23.1 60 8.09 1.1 1.0[1.02] 1.1 2.5 
(2) 一定 ⅡⅢ 23.1 60 8.09 1.4 0.9 1.1 3.4 
(2) 一定 ⅢⅣ 23.1 60 8.09 1.2 1.0[0.95] 1.4 5.0 
(2) 一定 ⅣⅤ 23.1 60 8.09 1.2 0.9 1.6 6.4 
(2) 一定 ⅤⅥ 23.1 60 8.09 1.1 0.9 1.8 5.6 
(2) 一定 ⅥⅦ 23.1 60 8.09 1.1 0.9 1.1 4.6 
(2) 一定 ⅦⅧ 23.1 60 8.09 0.9 0.7 1.3 2.4 

：餘子神社及び米子空港に影響の大きい因子 
：餘子神社及び米子空港周辺において水位が高いケース 

：島根原子力発電所において水位が高いケース 

島根半島 Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 

Ⅴ 

Ⅵ 

Ⅶ 

Ⅷ 

大すべり域位置 

L=350km 

31.85km 31.85km 

(1) (2) (3) (4) 

30～60° 20km 

東西位置 
七類 3.1m(B) 

餘子神社 2.4m(A) 

米子空港周辺 

美保関沖 

弓ヶ浜沖 

七類沖 

島根原子力発電所 

・基準津波２を選定する際に既に実施している検討の結果より，弓ヶ浜半島に対しては，①傾斜角が低角度（30°），②東西位置が西側（位置（１），（２））及
び③大すべり域位置が南側（ⅠⅡ，ⅡⅢ，ⅢⅣ）の場合について影響が大きいことを確認した。 

・また，これら餘子神社及び米子空港周辺に影響の大きいケースは，いずれも敷地（島根原子力発電所）への影響は小さいことを確認した。 

※ 潮位は考慮していない。[ ]内の数値は評価水位の小数点第二位まで記載。 

・検討①において，基準津波のモーメントマグニチュードMwが，土木学会（2002）に示される1833年山形・庄内沖地震津波の痕跡高等を説明できる断層モデル
のモーメントマグニチュードMwを上回る設定となっていることを確認したが，基準津波のシミュレーション結果が餘子神社及び米子空港周辺の痕跡高等を上
回らない結果となった。 

・上記の結果となった理由の一つとして，痕跡地点等が敷地から遠方に位置していることが考えられることから，検討②では，基準津波２を選定する際に既に
実施している検討の結果を用いて，上記地点に影響の大きい因子を抽出し，敷地に影響の大きい因子と比較する。なお，七類については，因子による顕著
な影響の違いが確認されなかったことから，影響因子の分析は省略する。 
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・餘子神社及び米子空港周辺に対して影響の大きい因子と敷地（島根原子力発電所）に影響の大きい因子を比較した結果を示す。 

パラメータ 項目 諸元 主な設定根拠 

固定 
パラメータ 

断層長さ L （km) 350km 

科学的想像力を発揮して地震調査研究推進本
部（2003)に示される「青森県西方沖」の領域と
「佐渡島北方沖」の領域を連動を考慮し，安全側
の評価となるように設定 

すべり量 D （m） 大すべり域：12m，背景領域：4m，平均：6m 
国土交通省・内閣府・文部科学省(2014) ，根本
ほか(2009) 等の長大断層に関する最新の知見
に基づき設定 

地震発生層厚さ 20km 
土木学会に示される地震発生層厚さ15～20km
に基づき，断層面積が広くなり安全側の評価と
なると考えられる20kmと設定 

不確かさ 
として 

考慮する 
主なパラメータ 

傾斜角 δ （°） 
30° 

（Mw8.25） 
45° 

（Mw8.15） 
60° 

（Mw8.09） 
土木学会に示される変動範囲30～60° 

東西位置・傾斜方向 
東西 
位置 
（１） 

東西 
位置 
（２） 

東西 
位置 
（３） 

東西 
位置 
（４） 

・東西位置：地震調査研究推進本部(2003)の領
域を網羅するよう設定する。 
・傾斜方向：土木学会に示される東・西傾斜より
設定する。 

大すべり域位置 ⅠⅡ ⅡⅢ ⅢⅣ ⅣⅤ ⅤⅥ ⅥⅦ ⅦⅧ 
根本ほか（2009）に基づき8セグメントに等分割
し，全断層面積25%が大すべり域となるよう，2セ
グメントを大すべり域として設定 

走向 
走向一定 

+10° 
基準 

走向一定 
-10° 

地震調査研究推進本部（2003）を踏まえて設定
した走向に対して±10°変化 

：餘子神社及び米子空港周辺に影響の大きい因子（P404の検討結果） 

：基準津波２の選定因子 

・餘子神社及び米子空港周辺に影響の大きい因子は，敷地（島根原子力発電所）に影響の大きい因子とは異なる傾向であることを確認し
た。 

 
8.津波堆積物調査  8-2 山陰地方における津波堆積物調査  (3)基準津波との比較  

 検討② 餘子神社及び米子空港周辺に影響の大きい因子の抽出 
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・基準津波選定への影響が無いことを確認するため，餘子神社及び米子空港周辺の痕跡高等を概ね再現できる津波が敷地に与える影響
を確認する。敷地への影響の確認に当たっては，餘子神社及び米子空港周辺に影響の大きい因子を組み合わせた数値シミュレーションを
追加実施し，餘子神社の痕跡高等を再現するとともに，敷地における水位を確認する。 

・数値シミュレーションに当たっては，1833年当時の地形を過去の地形図や空中写真等に基づき検討（P394～397参照）し，数値シミュレー
ションを実施する。 

 
8.津波堆積物調査  8-2 山陰地方における津波堆積物調査  (3)基準津波との比較  

 検討③ 餘子神社及び米子空港周辺の痕跡高等を再現できる波源による敷地への影響の検討（検討ケース） 

２．東西位置を西側，大すべり域位置を南側に設定したケース 
・餘子神社及び米子空港周辺に影響が大きいことを確認した東西位置を西側（位置（１），（２））及び大すべり域位置を南側（ⅠⅡ，ⅡⅢ）
を基本とし，より詳細に検討するため，上記を補間する東西位置（位置（１）’，（２）’）についても考慮する。傾斜角は60°（Mw8.09）とし，
走向の不確かさを考慮する。  

× × 

【走向】    
・走向一定 
・走向一定＋10° 
・走向一定－10°  
  

3ケース 

【東西位置】     
・（１） 
・（１）’（（１）から東に15.9km） 
・（２） 
・（２）’（（２）から西に15.9km） 

4ケース    

【大すべり域位置】     
・ⅠⅡ 
・ⅡⅢ 
 
 

2ケース   計 ２４ケース 

（組合せケース） 15.9km 

L=350km 

31.85km 31.85km 

(1) (2) (3) (4) 

60° 20km 

東西位置 

(2)’ (1)’ 

１．傾斜角を30°としたケース 
・餘子神社及び米子空港周辺に影響が大きいことを確認した傾斜角30°（Mw8.25）とし，東西位置，走向及び大すべり域位置を不確
かさとする。 

× × 

【走向】    
・走向一定 
・走向一定＋10° 
・走向一定－10°   

3ケース 

【東西位置】     
・（１） 
 
 

1ケース    

【大すべり域位置】     
・ⅠⅡ 
・ⅡⅢ 
・ⅢⅣ 

3ケース   計 ９ケース 

（組合せケース） 
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『－』は遡上していない 

・餘子神社及び米子空港周辺に対して影響の大きい因子を不確かさとして組合せた検討ケースの数値シミュレーショ
ン結果を以下に示す。 

ケース番
号 

断層長さ 
(km) 

Mw 
東西 
位置 

走向 
大すべり
域位置 

幅 
(km) 

傾斜角 
(°) 

評価水位（T.P. m）※ 

餘子神社 
前面護岸 

餘子神社 
痕跡高 

+2.4 

米子空港 
沿岸 

米子空港 
堆積物 
分布標高 

+1.4 

七類 
痕跡高 

+3.1 

島根原子力発電所 
施設護岸又は防波壁 

1 350 8.25 (1) 一定 ⅠⅡ 40.0 30 +2.5 +2.4[+2.35] +2.1 +1.7 +4.4 +2.9 

2 350 8.25 (1) 一定 ⅡⅢ 40.0 30 +2.4 +2.3 +2.5 +1.7 +4.4 +3.2 

3 350 8.25 (1) 一定 ⅢⅣ 40.0 30 +2.4 +2.2 +2.4 +1.6 +4.1 +4.7 

4 350 8.25 (1) +10 ⅠⅡ 40.0 30 +2.3 +2.2 +2.8 +1.4[+1.41] +5.0 +4.5 

5 350 8.25 (1) +10 ⅡⅢ 40.0 30 +2.5 +2.3 +3.2 +1.4[+1.37] +5.4 +5.0 

6 350 8.25 (1) +10 ⅢⅣ 40.0 30 +2.3 +2.1 +2.8 +1.5 +5.3 +5.6 

7 350 8.25 (1) -10 ⅠⅡ 40.0 30 +1.9 +1.8 +2.1 +1.5 +4.3 +2.6 

8 350 8.25 (1) -10 ⅡⅢ 40.0 30 +2.5 +2.2 +2.0 +1.4[+1.42] +3.1[+3.05] +2.4 

9 350 8.25 (1) -10 ⅢⅣ 40.0 30 +2.6 +2.4[+2.42] +2.3 +1.6 +4.2 +3.9 

１．傾斜角を30°としたケース 
※ 境港・米子空港周辺の1833年当時の地形及び朔望平均満潮位T.P.+0.46mを考慮した（P394～397参照）。 
    [ ]内の数値は評価水位の小数点第二位まで記載 

 
8.津波堆積物調査  8-2 山陰地方における津波堆積物調査  (3)基準津波との比較  

 検討③ 餘子神社及び米子空港周辺の痕跡高等を再現できる波源による敷地への影響の検討（検討結果） 
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ケース 
番号 

断層長さ 
(km) 

Mw 
東西 
位置 

走向 
大すべり
域位置 

幅 
(km) 

傾斜角 
(°) 

評価水位（T.P. m）※ 

餘子神社 
前面護岸 

餘子神社 
痕跡高 

+2.4 

米子空港 
沿岸 

米子空港 
堆積物 

分布標高 
+1.4 

七類 
痕跡高 

+3.1 

島根原子力発電所 
施設護岸又は防波壁 

10 350 8.09 (1) 一定 ⅠⅡ 23.1 60 +1.9 - +1.7 +0.9 +4.3 +3.6 

11 350 8.09 (1) 一定 ⅡⅢ 23.1 60 +1.8 - +2.2 +1.1 +4.5 +3.6 

12 350 8.09 (1) +10 ⅠⅡ 23.1 60 +1.7 - +2.4 +1.1 +4.6 +4.9 

13 350 8.09 (1) +10 ⅡⅢ 23.1 60 +1.9 - +2.8 +1.0 +5.0 +5.0 

14 350 8.09 (1) -10 ⅠⅡ 23.1 60 +1.7 - +1.9 +1.1 +4.0 +3.1 

15 350 8.09 (1) -10 ⅡⅢ 23.1 60 +1.8 - +1.9 +1.3 +3.0 +3.2 

16 350 8.09 (1)' 一定 ⅠⅡ 23.1 60 +2.0 +1.8 +1.9 +1.2 +4.2 +3.4 

17 350 8.09 (1)' 一定 ⅡⅢ 23.1 60 +1.7 - +2.2 +1.2 +3.5 +3.7 

18 350 8.09 (1)' +10 ⅠⅡ 23.1 60 +1.6 - +2.3 +1.0 +4.9 +4.8 

19 350 8.09 (1)' +10 ⅡⅢ 23.1 60 +1.9 - +2.8 +1.0 +5.0 +5.5 

20 350 8.09 (1)' -10 ⅠⅡ 23.1 60 +1.6 - +1.5 - +3.3 +3.4 

21 350 8.09 (1)' -10 ⅡⅢ 23.1 60 +1.7 - +1.8 +1.0 +3.2 +3.6 

22 350 8.09 (2)' 一定 ⅠⅡ 23.1 60 +2.0 +1.8 +2.1 +1.3 +4.2 +3.1 

23 350 8.09 (2)' 一定 ⅡⅢ 23.1 60 +1.9 - +2.0 +1.2 +4.4 +4.6 

24 350 8.09 (2)' +10 ⅠⅡ 23.1 60 +1.6 - +2.3 +1.0 +4.9 +4.4 

25 350 8.09 (2)' +10 ⅡⅢ 23.1 60 +1.8 - +2.4 +1.1 +5.2 +4.4 

26 350 8.09 (2)' -10 ⅠⅡ 23.1 60 +2.0 +1.9 +1.9 +1.2 +4.0 +4.3 

27 350 8.09 (2)' -10 ⅡⅢ 23.1 60 +2.1 +1.9 +2.0 +1.1 +3.4 +4.2 

28 350 8.09 (2) 一定 ⅠⅡ 23.1 60 +2.0 +1.8 +1.9 +1.2 +3.4 +3.2 

29 350 8.09 (2) 一定 ⅡⅢ 23.1 60 +2.0 +1.8 +1.9 +1.2 +3.6 +3.9 

30 350 8.09 (2) +10 ⅠⅡ 23.1 60 +1.8 - +2.3 +1.2 +4.8 +4.9 

31 350 8.09 (2) +10 ⅡⅢ 23.1 60 +1.8 - +2.4 +1.1 +5.3 +4.5 

32 350 8.09 (2) -10 ⅠⅡ 23.1 60 +1.3 - +1.7 +0.9 - +3.6 

33 350 8.09 (2) -10 ⅡⅢ 23.1 60 +1.8 - +1.5 +0.9 - +3.8 
基準津波１ 222.2 8.16 - - - 17.9 60 +2.2 +2.0 +2.6 +1.4[+1.41] +4.9 +10.5 
基準津波２ 350 8.09 (3) 一定 ⅣⅤ 23.1 60 +1.7 - +2.2 +1.2 +3.3 +8.7 

・1833年当時の地形状況（防波堤等の津波高さを低減させる施設が無かったこと等）を可能な範囲で考慮して数値シミュレーションを実施した結果，基準津波
２を選定する際に考慮した波源（規模）による水位は餘子神社及び米子空港周辺の痕跡高等を概ね再現することができたと考える。 

※ 境港・米子空港周辺の1833年当時の地形及び朔望平均満潮位T.P.+0.46mを考慮した（P394～397参照）。   
    [ ]内の数値は評価水位の小数点第二位まで記載。また，『－』は遡上していない場合を示す。 

２．東西位置を西側，大すべり域位置を南側に設定したケース 

 
8.津波堆積物調査  8-2 山陰地方における津波堆積物調査  (3)基準津波との比較  

 検討③ 餘子神社及び米子空港周辺の痕跡高等を再現できる波源による敷地への影響の検討（検討結果） 

第771回審査会合 
資料1-2 P337 再掲 
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8.津波堆積物調査  8-2 山陰地方における津波堆積物調査  (3)基準津波との比較  

 （参考）餘子神社に影響の大きいケース及び基準津波２の伝播経路 

最大水位上昇量分布図 

基準津波２ 

断層長さ350km 

Mw8.09（傾斜角60°） 

東西位置（３） 

走向一定 

大すべり域位置ⅣⅤ 

餘子神社に影響の大きいケース（ケース９） 

断層長さ350km 

Mw8.25（傾斜角30°） 

東西位置（１） 

走向一定－10°変化 

大すべり域位置ⅢⅣ 

最大水位上昇量分布図 

島根原子力発電所 

餘子神社 

島根原子力発電所 

餘子神社 

最大水位上昇量分布図（拡大） 

島根原子力発電所 

餘子神社 

最大水位上昇量分布図（拡大） 最大水位上昇量分布図（拡大） 

島根原子力発電所 

餘子神社 

島根原子力発電所 

餘子神社 

第771回審査会合 
資料1-2 P339 再掲 
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 1.施設概要及び文献調査                    
 2.津波評価手法及び評価条件      
 3.地震による津波の想定      
 4.地震以外の要因による津波の想定 
 5.津波起因事象の重畳による津波想定 
 6.防波堤の影響検討 
 7.基準津波の策定 
 8.津波堆積物調査 
 9.津波の伝播特性 
10.取水性の確保 
11.年超過確率の参照 
12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 
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 解析方法 

・敷地前面海域（基準津波策定位置）を中心に半径２kmの範囲に一律に10mの初期水位を与
え，津波計算を実施した。 
・水深による津波振幅への影響を軽減するため，「グリーンの式」を用いて最大水位上昇量を
補正した。（波源位置の水深h0，沖合の水深をh1とし，最大水位上昇量を(h0/h1)

1/4で除した。） 

基準津波策定位置 

 

 9.津波の伝播特性 

H0:波源位置の波高 
H1:評価位置の波高 
h0:波源位置の水深 
h1:評価位置の水深 

【グリーンの式】 

凡例 

10mの初期水位を
与えた範囲 

単位:m 

第575回審査会合 資料1-3 

P346 再掲 
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 解析結果（最大水位上昇量） 

・放射状に伝播しており，明瞭な傾向は認められな
い。 

最大上昇量分布 

 

 9.津波の伝播特性 
第575回審査会合 資料1-3 

P347 再掲 
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 解析結果（津波伝播：１～150分） 

1分 30分 60分 

90分 120分 150分 

島根原子力発電所 島根原子力発電所 島根原子力発電所 

島根原子力発電所 島根原子力発電所 島根原子力発電所 

 

 9.津波の伝播特性 
第575回審査会合 資料1-3 

P348 再掲 
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 解析結果（津波伝播：180～240分） 

180分 210分 240分 

島根原子力発電所 島根原子力発電所 島根原子力発電所 

 

 9.津波の伝播特性 
第575回審査会合 資料1-3 

P349 再掲 



415 

 1.施設概要及び文献調査                    
 2.津波評価手法及び評価条件      
 3.地震による津波の想定      
 4.地震以外の要因による津波の想定 
 5.津波起因事象の重畳による津波想定 
 6.防波堤の影響検討 
 7.基準津波の策定 
 8.津波堆積物調査 
 9.津波の伝播特性 
10.取水性の確保 
11.年超過確率の参照 
12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 
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２号炉取水施設 

 
10.取水性の確保 

 ２号炉取水施設の評価位置について 

・２号炉取水施設の断面図に，取水口の呑口位置及び取水槽に設置している原子炉補機海水ポンプ設計取水可能水位の位置を示す。 
・基準津波の選定において実施した各検討において，取水口，取水管下端，取水槽位置の各地点での評価水位が下回っていないことを確
認している。また，取水槽のポンプ運転時及び停止時は，2号炉循環水ポンプの状態を示しており，原子炉補機海水ポンプから取水可能
であることを確認している。 

・下記に一例として，基準津波の選定において最も取水槽の評価水位が低下しているケース（基準津波６（地震発生領域の連動を考慮した
検討による津波，防波堤無しケース））の管路計算結果を示す。 

2号炉取水槽（循環水ポンプ運転時） 

-7.74m ＞ 評価水位-8.32m 

2号炉取水口（東） 

-7.16m ＞ 評価水位-7.3m 

2号炉取水管下端（東） 

取水管下端 
 T.P.-7.3m 

原子炉補機海水ポ
ンプ設計取水可能
水位 T.P.-8.32m 取水口呑口位置 

（T.P.-9.5m～-12.5m） 

循環水ポンプ 

防水壁 
T.P.+10.8m 

-5.91m ＞ 評価水位-12.5m 

取水管上端 
 T.P.-3.0m 

第632回審査会合 資料2 

P139 再掲 
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 1.施設概要及び文献調査                    
 2.津波評価手法及び評価条件      
 3.地震による津波の想定      
 4.地震以外の要因による津波の想定 
 5.津波起因事象の重畳による津波想定 
 6.防波堤の影響検討 
 7.基準津波の策定 
 8.津波堆積物調査 
 9.津波の伝播特性 
10.取水性の確保 
11.年超過確率の参照 
  11-1 連動領域の地震発生モデル及び津波高さ推定モデル 

  11-2 海域活断層から想定される地震による津波 

  11-3 領域震源（背景的地震）と敷地周辺の主な海域活断層の位置関係 

  11-4 フラクタイル曲線 

  11-5 施設護岸又は防波壁，２号炉取水口及び２号炉取水槽における津波ハザード評価結果 

  11-6 防波堤の影響検討 

12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 
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・E0領域の地震発生モデルは，土木学会（2011）(116)に基づき分岐を設定する。 
・重み配分については，土木学会（2009）（117）のアンケート結果に基づき設定する。 

Mw範囲※ 発生頻度 

E0領域 
境界軸の活動 

E0領域 

MC=7.8，BM=0.2  

0.45 

MC=7.8，BM=0.1  

MC=7.7，BM=0.2  

MC=7.7，BM=0.1   

MC=7.6，BM=0.2  

MC=7.6，BM=0.1  

MC=7.5，BM=0.2  

MC=7.5，BM=0.1  

発生頻度 
1個/1,300年 

発生頻度 
1個/3,000年 

発生頻度 
1個/8,500年 

②津波高さ推定 
モデルへ 

0.10 

0.25 

0.05 

0.15 

0.00 

0.00 

0.00 

0.50 

0.25 

0.25 

※ MC：モーメントマグニチュードの中央値，BM：マグニチュードの不確かさの幅 

①地震発生モデル 

 11.年超過確率の参照  11-1 連動領域の地震発生モデル及び津波高さ推定モデル    

  ロジックツリー設定 E0領域の地震発生モデル 第671回審査会合 資料3 P9 再掲 
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  11.年超過確率の参照  11-1 連動領域の地震発生モデル及び津波高さ推定モデル    

  E1領域の活動域区分の分岐及び地震発生モデル 

・E1領域の活動域区分の分岐及び地震発生モデルは，土木学会（2011）に基づき分岐を設定する。 
・重み配分については，土木学会（2009）のアンケート結果に基づき設定する。 

Mw範囲 発生頻度 

活動域区分 

0.45 

MC=7.8，BM=0.2  

MC=7.8，BM=0.1  

MC=7.7，BM=0.2  

MC=7.7，BM=0.1  

MC=7.6，BM=0.2  

E1領域 

全体が連結した 
活動域 

0.65 

3個のセグメント 
に区分 

（E1-1，E1-2，E1-3） 

0.35 

境界軸の活動 
E1領域 

発生頻度 
一様分布 

1個/212-593 年 

MC=7.7，BM=0.2  

MC=7.7，BM=0.1  

MC=7.6，BM=0.2  

MC=7.6，BM=0.1  

MC=7.5，BM=0.2  

境界軸の活動 
E1-1領域 

発生頻度 
一様分布 

1個/1,400-3,900 年 

0.20 

0.20 

0.10 

0.05 

0.35 

0.20 

0.25 

0.15 

0.05 

MC=7.8，BM=0.2  

MC=7.8，BM=0.1  

MC=7.7，BM=0.2  

MC=7.7，BM=0.1  

MC=7.6，BM=0.2  

境界軸の活動 
E1-2領域 

発生頻度 
一様分布 

1個/500-1,400 年 

0.35 

0.25 

0.25 

0.10 

0.05 

MC=7.7，BM=0.2  

MC=7.7，BM=0.1  

MC=7.6，BM=0.2  

MC=7.6，BM=0.1  

MC=7.5，BM=0.2  

境界軸の活動 
E1-3領域 

発生頻度 
一様分布 

1個/500-1,400 年 

0.40 

0.25 

0.20 

0.10 

0.05 

②津波高さ推定 
モデルへ 

⓪活動域区分の分岐 

①地震発生モデル 

第671回審査会合 資料3 P10 再掲 



420 
  11.年超過確率の参照  11-1 連動領域の地震発生モデル及び津波高さ推定モデル    

  E2領域の活動域区分の分岐及び地震発生モデル 

・E2領域の活動域区分の分岐及び地震発生モデルは，土木学会（2011）に基づき分岐を設定する。 
・重み配分については，土木学会（2009）のアンケート結果に基づき設定する。 

Mw範囲 発生頻度 

活動域区分 

0.35 

MC=7.8，BM=0.2  

MC=7.8，BM=0.1  

MC=7.7，BM=0.2  

MC=7.7，BM=0.1  

MC=7.6，BM=0.2  

E2領域 

全体が連結した 
活動域 

0.45 

3個のセグメント 
に区分 

（E2-1，E2-2，E2-3） 

0.55 

境界軸の活動 
E2領域 

発生頻度 
一様分布 

1個/333-500 年 

MC=7.8，BM=0.2  

MC=7.8，BM=0.1  

MC=7.7，BM=0.2  

MC=7.7，BM=0.1  

MC=7.6，BM=0.2  

境界軸の活動 
E2-1領域 

発生頻度 
一様分布 

1個/1,000-1,500 年 

0.25 

0.20 

0.10 

0.10 

0.30 

0.05 

0.30 

0.05 

0.20 

MC=7.8，BM=0.2  

MC=7.8，BM=0.1  

MC=7.7，BM=0.2  

MC=7.7，BM=0.1  

MC=7.6，BM=0.2  

境界軸の活動 
E2-2領域 

発生頻度 
一様分布 

1個/1,000-1,500 年 

0.25 

0.20 

0.35 

0.10 

0.10 

MC=7.5，BM=0.2  

MC=7.5，BM=0.1  

MC=7.4，BM=0.2  

MC=7.4，BM=0.1  

MC=7.3，BM=0.2  

境界軸の活動 
E2-3領域 

発生頻度 
一様分布 

1個/1,000-1,500 年 

0.40 

0.25 

0.20 

0.10 

0.05 

②津波高さ推定 
モデルへ 

MC=7.5，BM=0.1  

MC=7.5，BM=0.2  

MC=7.6，BM=0.1  

0.05 

0.05 

0.00 

⓪活動域区分の分岐 

①地震発生モデル 

第671回審査会合 資料3 P11 再掲 
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・E3領域の地震発生モデルは，土木学会（2011）に基づき分岐を設定する。 
・重み配分については，土木学会（2009）のアンケート結果に基づき設定する。 

Mw範囲 発生頻度 

E3領域 
境界軸の活動 

E3領域 

MC=7.8，BM=0.2  

0.35 

MC=7.8，BM=0.1  

MC=7.7，BM=0.2  

MC=7.7，BM=0.1   

MC=7.6，BM=0.2  

MC=7.6，BM=0.1  

MC=7.5，BM=0.2  

MC=7.5，BM=0.1  

発生頻度 
一様分布 

1個/500-1,000 年 

②津波高さ推定 
モデルへ 

0.10 

0.25 

0.05 

0.25 

0.00 

0.00 

0.00 

①地震発生モデル 

  11.年超過確率の参照  11-1 連動領域の地震発生モデル及び津波高さ推定モデル    

  E3領域の地震発生モデル 第671回審査会合 資料3 P12 再掲 
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・E0領域，E1領域，E2領域及びE3領域の津波高さ推定モデルは，土木学会（2011）に基づき分岐を設定する。 
・重み配分については，土木学会（2009）のアンケート結果に基づき設定する。 

パラメータ 設定根拠 

断層長さ スケーリング則に基づき，Mwから求める。 

幅 地震発生層の厚さ（15km）を考慮し傾斜角に応じて決める。 

すべり量 log M0 (N・m) = 1.5Mw + 9.1 ， D = M0 / μ LW により算出する。 

上縁深さ 0kmとする。 

走向 海底地形の走向に基づき設定する。 

傾斜角 30～60°とする。西傾斜と東傾斜の双方を考慮する。（右図参照） 

すべり角 90°とする。 

剛性率 3.5×1010 (N/m2) とする。 

スケーリング則 
「津波評価技術」の式 

幅（地震発生層厚さ）に上限あり。 
スケーリングの変曲点を境に，Mwが大きいとき武村（1998）(118)の関係 
log L (km) = 0.75Mw - 3.77，L ∝ D，W = const. 
が，Mwの小さいとき 
W = 2L/3 , L ∝ W ∝ D  
の関係が成り立ち，両者が連続的に接続するものとする。 

スケーリング則 
「強震動レシピ」の式 

地震調査研究推進本部の地震動予測手法（「レシピ」）などで用いられる 
M0[N・M]=( S [km2]/4.24 × 10-11 ) 2 × 10-7 

（Wells and Coppersmith（1994）などのデータに基づく入倉・三宅（2001）(119)の提案
式，地震モーメント 7.5 × 1018 N・m 以上の地震に適用する）を適用する。 

日本海東縁部の鉛直断面における 
断層タイプ（E0，E1，E2） 

日本海東縁部の鉛直断面における 
断層タイプ（E3） 

土木学会（2011）を引用・加筆（加筆箇所は下線で示す） 

傾斜方向と基準走向 
 ・4タイプ（E0，E1及びE2） 
 ・6タイプ（E3） 

地震モーメントは断層長さにより決まる 
（「津波評価技術」の式） 

地震モーメントは断層面積により決まる 
（「強震動レシピ」の式） 

傾斜角 
30－60° 
一様分布 

0.45 

0.55 
③津波推定値の 
ばらつきの分岐へ 

スケーリング則 

①地震発生 
モデルより 

傾斜方向と基準走向 傾斜角 

②津波高さ推定モデル 

  11.年超過確率の参照  11-1 連動領域の地震発生モデル及び津波高さ推定モデル    

  E0～E3領域の津波高さ推定モデル 第671回審査会合 資料3 P13 再掲 
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・E0領域，E1領域，E2領域及びE3領域の津波推定値のばらつきの分岐は，土木学会（2011）に基づき分岐を設定する。 
・重み配分については，土木学会（2009）のアンケート結果に基づき設定する。 

誤差の対数標準偏差 
対数正規分布の 

打ち切り範囲 津波高さ分布の推定方法 

パラメータ変動の影響は 
κ に含まれる 

パラメータ変動とκ を 
それぞれ評価する 

走向 
活動域の走向±10° 
（標準偏差10°）の 

正規分布 
正規分布の打ち切り 

なし 

正規分布の打ち切り 
±2.3σ  

κ =1.25 

正規分布の打ち切り 
なし 

正規分布の打ち切り 
±2.3σ  

κ =1.35 

κ =1.45 

κ =1.55 

κ =1.25 

κ =1.35 

κ =1.45 

κ =1.55 

0.40 

0.35 

0.20 

0.05 

0.10 

0.30 

0.45 

0.15 

0.75 

0.25 

0.75 

0.25 

0.40 

0.60 

②津波高さ推定 
モデルより 

③津波推定値のばらつきの分岐 

  11.年超過確率の参照  11-1 連動領域の地震発生モデル及び津波高さ推定モデル    

  E0～E3領域の津波推定値のばらつきの分岐 第671回審査会合 資料3 P14 再掲 
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・連動領域の波源は，基準津波策定の際に考慮した，地震発生領域の連動を考慮した波源モデル（断層長さ350km
モデル）及び地方自治体独自の波源モデルを考慮する。 

・連動領域の地震発生モデル及び津波高さ推定モデルは，波源モデルのいずれかがランダムに起こると仮定し，土
木学会（2016）に基づき，偶然的不確定性として１本のハザード曲線の中で考慮する。 

波源モデル Mw 発生頻度 

日本海東縁部（350km） 

Mw=8.09 一様分布，1個/3,000-6,000年 

Mw=8.15 一様分布，1個/3,000-6,000年 

Mw=8.25 一様分布，1個/3,000-6,000年 

鳥取県（2012） 
Mw=7.85 一様分布，1個/500-1,000年 

Mw=8.16 一様分布，1個/1,500-3,000年 

秋田県（2013） 

Mw=7.82 一様分布，1個/500-1,400年 

Mw=7.89 一様分布，1個/500-1,000年 

Mw=8.46 一様分布，1個/1,000-2,000年 

Mw=8.28 一様分布，1個/1,500-3,000年 

Mw=8.69 一様分布，1個/3,000-6,000年 

石川県（2012）・福井県（2012） Mw=7.99 一様分布，1個/1,500-3,000年 

島根県（2012） 
Mw=7.85 一様分布，1個/500-1,000年 

Mw=8.01 一様分布，1個/1,500-3,000年 

山口県（2012） Mw=7.85 一様分布，1個/500-1,000年 

連動領域の地震発生モデル 

※ 各波源の「①地震発生モデル」及び「②津波高さ推定モデル」の詳細をP426～433に示す。 

「連動領域」 
③津波推定値の 
ばらつきの分岐へ 

①地震発生 
モデル※ 

②津波高さ推定 
モデル※ 

  11.年超過確率の参照  11-1 連動領域の地震発生モデル及び津波高さ推定モデル    

  連動領域の地震発生モデル及び津波高さ推定モデル 第671回審査会合 資料3 P15 再掲 
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・連動領域の津波推定値のばらつきの分岐は，土木学会（2011）に基づき分岐を設定する。 
・重み配分については，土木学会（2009）のアンケート結果に基づき設定する。 

κ =1.25 

正規分布の打ち切り 
なし 

正規分布の打ち切り 
±2.3σ  

κ =1.35 

κ =1.45 

κ =1.55 

誤差の対数標準偏差 
対数正規分布の 

打ち切り範囲 

0.10 

0.30 

0.45 

0.15 

0.75 

0.25 

②津波高さ推定 
モデルより 

③津波推定値のばらつきの分岐 

  11.年超過確率の参照  11-1 連動領域の地震発生モデル及び津波高さ推定モデル    

  連動領域の津波推定値のばらつきの分岐 第671回審査会合 資料3 P16 再掲 
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11.年超過確率の参照  11-1 連動領域の地震発生モデル及び津波高さ推定モデル 

  地震発生領域の連動を考慮した波源モデル（１／２）  

・連動領域の波源として，科学的想像力を発揮し，不確かさとして地震発生領域の連動を考慮した以下の波源モデ
ルを考慮する。次頁に検討ケースの詳細を示す。 

項目 諸元 主な設定根拠 

長さ L 
（km) 

350km 
地震調査研究推進本部（2003)に示さ
れる「青森県西方沖」の領域から「佐
渡島北方沖」の領域 

走向 
θ （°） 

東傾斜8.9°， 
西傾斜188.9° 

地震調査研究推進本部(2003)の領域
を踏まえ設定 

傾斜角 
δ （°） 

60° 45° 30° 
土木学会（2016）に示される変動範囲
30～60° 

幅 
W（km） 

23.1 28.3 40.0 
地震発生層厚さ20km（固定），傾斜角
より設定 

すべり角 
λ （°） 

90° 
土木学会（2016）に基づき安全側とな
る90°固定とする， 

すべり量 
D（m） 

大すべり域：12m 

背景領域：4m 

平均：6m 

国土交通省・内閣府・文部科学省
(2014)及び根本ほか(2009)等に基づき
設定 

剛性率 
μ (N/m2) 

3.5×1010 土木学会（2016）に基づき設定 

地震 
ﾓｰﾒﾝﾄ 

Mo(N・m) 
1.70×1021 2.08×1021 2.94×1021 M0＝μ LWD 

ﾓｰﾒﾝﾄ 
ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 

Mw 
8.09 8.15 8.25 Mw=（logM0-9.1）/1.5 

・波源位置としては，土木学会（2011）のE1-3領域（発生頻度：1個/500-1,400年）及びE3領域（発生頻度：1個/500-1,000年）の全体同時破
壊に相当する。土木学会（2011）の発生頻度に基づき，E3領域の全体同時破壊が3回に1回発生，その中でさらに2回に1回，E1-3領域と
の同時破壊が発生すると考え，発生頻度は1個/3,000-6,000年とする。 

350km 

土木学会（2011）(119)の領域区分 地震発生領域の連動を考慮した波源モデル 

■発生頻度 

第671回審査会合 資料3  
P53 再掲 



427 

※ 検討ケース数は84ケース（①×②×③）である。 

・検討ケースの波源モデルは下表のとおり設定する。※ 

パラメータ 設定方法 設定値 

①大すべり域
位置 

根本ほか(2009)を参考に波源モデルを8等
分したセグメントについて，隣り合う2つの
セグメントを大すべり域として設定する。 

ⅠⅡ，ⅡⅢ，ⅢⅣ，ⅣⅤ，
ⅤⅥ，ⅥⅦ，ⅦⅧ 

②
波
源
モ
デ
ル
位
置 

東西 
位置 

地震調査研究推進本部(2003)の領域を網
羅するよう設定する。 

領域内で東西に移動させ
る。（両端，中央） 

傾斜 
方向 

土木学会（2016）に示される東・西傾斜より
設定する。 東・西傾斜 

③傾斜角 
土木学会（2016）に示される変動範囲30～
60°の上限値・中央値・下限値を設定す
る。 

30°，45°，60° 

断層上縁深さ 
土木学会（2016）に示される既往津波の痕
跡高を再現できる波源モデルの変動範囲0
～5kmより0kmに固定して設定する。 

0km 

走向 
地震調査研究推進本部(2003)の領域を踏
まえ設定する。 

8.9° 

すべり角 土木学会（2016）に示される90°より設定
する。 

90° 色付き箇所がパラメータスタディ箇所 

350km 

Ⅰ 
Ⅱ 
Ⅲ 
Ⅳ 

Ⅴ 
Ⅵ 
Ⅶ 
Ⅷ 

：セグメント ：大すべり域（例） 

11.年超過確率の参照  11-1 連動領域の地震発生モデル及び津波高さ推定モデル 

  地震発生領域の連動を考慮した波源モデル（２／２） 
第671回審査会合 資料3  

P54 再掲 
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項目 諸元 

想定断層 

佐渡島北方沖 
（パターン1） 

佐渡島北方沖 
（パターン2） 

E（東落ち） W（西落ち） E（東落ち） W（西落ち） 

Mw 7.85 7.85 7.85 7.85 8.16 8.16 8.16 8.16 

緯度（度） 38.95 38.95 40.06 40.06 38.36 38.36 40.31 40.31 

経度（度） 138.41 138.41 138.93 138.93 138.15 138.15 138.73 138.73 

深さ（km） 0 0 0 0 0 0 0 0 

走向（度） 20 20 200 200 12.9 12.9 193.3 193.3 

傾斜（度） 45 60 45 60 45 60 45 60 

すべり角 
（度） 

90 90 90 90 90 90 90 90 

長さ（連動）
（km） 

131.1 131.1 131.1 131.1 222.2 222.2 222.2 222.2 

幅（km） 21.21 17.32 21.21 17.32 21.21 17.32 21.21 17.32 

すべり量 
（m） 

7.71 9.44 7.71 9.44 13.06 16.00 13.06 16.00 土木学会（2011）の領域区分 

・連動領域の波源として，鳥取県（2012）が日本海東縁部に想定した波源モデルを考慮する。以下に波源モデルを示
す。 

・佐渡島北方沖（パターン１）の波源位置としては，土木学会（2011）のE3領域（発生頻度：1個/500-1,000年）に相当することから，発生
頻度は1個/500-1,000年とする。 

・佐渡島北方沖（パターン２）の波源位置としては，土木学会（2011）のE3領域（発生頻度：1個/500-1,000年）の全体同時破壊に相当す
る。土木学会（2011）の発生頻度に基づき，E3領域の同時破壊が3回に1回発生すると考え，発生頻度は1個/1,500-3,000年とする。 

11.年超過確率の参照  11-1 連動領域の地震発生モデル及び津波高さ推定モデル 

  鳥取県（2012） 

地震調査研究推進本部(2003)を引用・加筆 

■発生頻度 

鳥取県(2012)の波源モデル位置図 

ﾊﾟﾀｰﾝ1 
ﾊﾟﾀｰﾝ2 

第671回審査会合 資料3  
P55 再掲 
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・海域Aの波源位置としては，土木学会（2011）のE1-3領域（発生頻度：1個/500-1,400年）に相当することから，発生頻度はE1-3領域の1個/500-1,400年とする。 

・海域Bの波源位置としては，土木学会（2011）のE3領域（発生頻度：1個/500-1,000年）に相当することから，発生頻度はE3領域の1個/500-1,000年とする。 

・海域A+海域Bの波源位置としては，土木学会（2011）のE1-3領域（発生頻度：1個/500-1,400年）及びE3領域（発生頻度：1個/500-1,000年）に相当する。土木
学会（2011）の発生頻度に基づき， ２回に１回，E1-3領域とE3領域の同時破壊が発生すると考え，発生頻度は1個/1,000-2,000年とする。 

・海域B+海域Cの波源位置としては，土木学会（2011）のE3領域（発生頻度：1個/500-1,000年）の全体同時破壊に相当する。土木学会（2011）の発生頻度に基
づき，E3領域の同時破壊が3回に1回発生すると考え，発生頻度は1個/1,500-3,000年とする。 

・海域A+海域B+海域Cの波源位置としては，土木学会（2011）のE1-3領域（発生頻度：1個/500-1,400年）及びE3領域（発生頻度：1個/500-1,000年）の全体同
時破壊に相当する。土木学会（2011）の発生頻度に基づき，E3領域の同時破壊が3回に1回発生，その中でさらに2回に1回，E1-3領域との同時破壊が発生す
ると考え，発生頻度は1個/3,000-6,000年とする。 

項目 諸元 

震源，想定断層 海域A 海域B 
海域A 

＋海域B 

海域B 

＋海域C 

海域A＋海域B 

＋海域C 

傾斜角 
東傾斜 東傾斜 東傾斜 東傾斜 東傾斜 

(°) 35 35 20 20 20 

すべり角（°） 90 90 90 90 90 

断層上縁深さ（km） 0 0 0 0 0 

断層長さ（km） 130 140 270 220 350 

断層幅（km） 50 54 105 85 135 

断層面積（km2） 6,500 7,560 28,350 18,700 47,250 

断層下限深さ（km） 29 31 36 29 46 

地震モーメント(N・m) 6.85E+20 8.59E+20 6.24E+21 3.34E+21 1.34E+22 

ﾓｰﾒﾝﾄﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 7.82 7.89 8.46 8.28 8.69 

平均すべり量（m） 3.0 3.2 6.3 5.1 8.1 

土木学会（2011）の領域区分 秋田県(2013)の波源モデル位置図 

11.年超過確率の参照  11-1 連動領域の地震発生モデル及び津波高さ推定モデル 

  秋田県（2013） 

■発生頻度 

・連動領域の波源として，秋田県（2013）が日本海東縁部に想定した波源モデルを考慮する。以下に波源モデルを示
す。 

第671回審査会合 資料3  
P56 再掲 
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項目 諸元 

断層名 日本海東縁部 

想定ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ Mw 7.99 

気象庁ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ Mj 8.54 

断層長 （km） 167 

幅 （km） 17.32 

地震ﾓｰﾒﾝﾄ （N・m） 1.22E+21 

すべり量 （m） 12.01 

上縁深さ （km） 0 

傾斜角 60 

すべり角 90 

・連動領域の波源として，石川県(2012)が想定した波源モデルのうち，日本海東縁部に位置する波源モデルを考慮
する。以下に波源モデルを示す。 

・波源位置としては，土木学会（2011）のE3領域（発生頻度：1個/500-1,000年）の全体同時破壊に相当する。土木学
会（2011）の発生頻度に基づき，E3領域の同時破壊が3回に1回発生すると考え，発生頻度は1個/1,500-3,000年と
する。 

11.年超過確率の参照  11-1 連動領域の地震発生モデル及び津波高さ推定モデル 

  石川県（2012） 

土木学会（2011）の領域区分 石川県(2012)の波源モデル位置図 

■発生頻度 

第671回審査会合 資料3  
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・連動領域の波源として，福井県(2012)が想定した波源モデルのうち，日本海東縁部に位置する波源モデル（佐渡島
北方沖断層）を考慮する。以下に波源モデルを示す。 

・波源位置としては，土木学会（2011）のE3領域（発生頻度：1個/500-1,000年）の全体同時破壊に相当する。土木学
会（2011）の発生頻度に基づき，E3領域の同時破壊が3回に1回発生すると考え，発生頻度は1個/1,500-3,000年と
する。 

11.年超過確率の参照  11-1 連動領域の地震発生モデル及び津波高さ推定モデル 

  福井県（2012） 

土木学会（2011）の領域区分 福井県(2012)の波源モデル位置図 

■発生頻度 

項目 諸元 

選定波源 佐渡島北方沖断層 

ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ Mw 7.99 

地震により 
隆起する

地盤 

すべり量 12.01m 

長さ 167km 

幅 17.32km 

第671回審査会合 資料3  
P58 再掲 



432 

土木学会（2011）の領域区分 島根県(2012)の波源モデル位置図 

・連動領域の波源として，島根県(2012)が想定した波源モデルのうち，日本海東縁部に位置する波源モデルを考慮する。
以下に波源モデルを示す。 

・佐渡北方沖（M7.85）の波源位置としては，土木学会（2011）のE3領域（発生頻度：1個/500-1,000）に相当することか
ら，発生頻度は1個/500-1,000年とする。 

・佐渡北方沖（M8.01）の波源位置としては，土木学会（2011）のE3領域（発生頻度：1個/500-1,000年）の全体同時破
壊に相当する。土木学会（2011）の発生頻度に基づき，E3領域の同時破壊が3回に1回発生すると考え，発生頻度
は1個/1,500-3,000年とする。 

11.年超過確率の参照  11-1 連動領域の地震発生モデル及び津波高さ推定モデル 

  島根県（2012） 

項目 諸元 

想定地震 
佐渡島北方沖 

（M7.85） 
佐渡島北方沖 

（M8.01） 

地震規模 M7.85 M8.01 

深さ （km） 0.0 0.0 

走向 （度） 20 20 

傾斜 （度） 60 60 

すべり角 （度） 90 90 

長さ （km） 131.1 222.7 

幅 （km） 17.3 17.3 

すべり量 （m） 9.4 9.5 

■発生頻度 
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山口県(2012)の波源モデル位置図 

・連動領域の波源として，山口県(2012)(120)が想定した波源モデルのうち，日本海東縁部に位置する波源モデルを考慮
する。以下に波源モデルを示す。 

・佐渡島北方沖の地震の波源位置としては，土木学会（2011）のE3領域（発生頻度：1個/500-1,000）に相当すること
から，発生頻度は1個/500-1,000年とする。 

11.年超過確率の参照  11-1 連動領域の地震発生モデル及び津波高さ推定モデル 

  山口県（2012） 

項目 諸元 

断層名 佐渡島北方沖の地震 

地震 
規模 

M 8.4 

Mw 7.85 

断層の位置 

緯度（°） 38.95258 

経度（°） 138.40982 

上縁深さ d(km) 0 

断層の大きさ 

長さ L(km) 131.1 

幅 W(km) 17.3 

すべり量 D(m) 9.44 

断層の向き 

走向 θ (°) 20 

傾斜角 δ (°) 60 

すべり角 (°） 90 

■発生頻度 

土木学会（2011）の領域区分 地震調査研究推進本部(2003)を引用・加筆 

佐渡島北方沖の地震 
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・ F-Ⅲ～F－Ⅴ断層の地震発生モデルは，土木学会（2011）に基づき分岐を設定する。 

パラメータ 設定根拠※1 

断層破壊過程 土木学会（2011）より，一括放出型と設定。 

長さ・走向 海上音波探査結果に基づき設定。 

発生層厚さ 土木学会（2011）より，15kmと設定。 

傾斜角 土木学会に示される45～90°を変動範囲とし，15°毎に値を設定。 
重みは西南日本で発生した地震の傾斜角に関するデータより設定。 

スケーリング則 土木学会(2011)に示される「津波評価技術」の式（武村（1998）の式）を適用する。 

Mw範囲 
海上音波探査結果に基づき設定した断層長さ（48.0km）から，「津波評価技術」に示される武村
（1998）のスケーリング則より求めたMwに分布幅を設定。 
重みは一様分布と設定。 

平均変位速度 

海域活断層の活動度に関する知見は得られていないため，周辺の陸域活断層（宍道断層）の活動
度であるB，C級（活断層研究会編（1991）（121）及び今泉ほか（2018）（122）より設定）を参考とし，平均
変位速度は奥村・石川(1998)（123）に基づきB級を0.25mm/年，C級を0.047mm/年と設定。 
重みは一様分布と設定。 

※1 パラメータの設定根拠に関する詳細をP437～442に示す。 

：申請時からの変更箇所 

一括放出 
7.3±0.2 
一様分布 

75° 

60° 

90° 

0.30 

0.30 

0.30 

傾斜角 Mw範囲 平均変位速度 発生層厚さ 長さ・走向 

45° 

0.10 

②津波高さ推定 
モデルへ 

断層破壊過程 

15km 

0.047mm/年 

海上音波探査 
 結果より設定  

F-Ⅲ～F-Ⅴ断層 

①地震発生モデル 

0.25 mm/年 

0.50 

0.50 
津波評価技術 

の式 

スケーリング則 

 11.年超過確率の参照  11-2 海域活断層から想定される地震による津波     

  ロジックツリー設定 F-Ⅲ～F-Ⅴ断層の地震発生モデル 
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・ F-Ⅲ～F－Ⅴ断層の津波高さ推定モデルは，土木学会（2011）に基づき分岐を設定する。 

パラメータ 設定根拠※ 

断層上縁深さ 
土木学会（2011）に示される変動範囲0～5km及び敷地周辺で発生した地震の震源鉛直分布等から推
定される断層上縁深さ2kmに基づき0km，2km及び5kmと設定。 
重みは一様分布と設定。 

応力場 
（P軸） 

塚原・小林（1991）（124），ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞCMT発震機構解及び気象庁初動発震機構解より90～120°と考えら
れることから，90°，105°及び120°と設定。 
重みは一様分布と設定。 

傾斜方向 海上音波探査結果より，南傾斜と設定。 

・0 km 
・2 km 
・5 km 

一様分布 

・90° 
・105° 
・120° 

 一様分布  

傾斜方向 応力場（P軸） 断層上縁深さ 

③津波推定値の 
ばらつきの分岐へ 

：申請時からの変更箇所 

 南傾斜  
①地震発生 
モデルより 

②津波高さ推定モデル 

  11.年超過確率の参照  11-2 海域活断層から想定される地震による津波     

  F-Ⅲ～F-Ⅴ断層の津波高さ推定モデル 

※ パラメータの設定根拠に関する詳細をP437～442に示す。 
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・ F-Ⅲ～F－Ⅴ断層の津波推定値のばらつきの分岐は，土木学会（2011）に基づき分岐を設定する。 
・重み配分については，土木学会(2009)のアンケート結果に基づき設定する。 

κ =1.25 

正規分布の打ち切り 
なし 

正規分布の打ち切り 
±2.3σ  

κ =1.35 

κ =1.45 

κ =1.55 

誤差の対数標準偏差 
対数正規分布の 

打ち切り範囲 

0.40 

0.35 

0.20 

0.05 

0.75 

0.25 

②津波高さ推定 
モデルより 

③津波推定値のばらつきの分岐 

  11.年超過確率の参照  11-2 海域活断層から想定される地震による津波     

  F-Ⅲ～F-Ⅴ断層の津波推定値のばらつきの分岐 
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11.年超過確率の参照  11-2 海域活断層から想定される地震による津波 

  海域活断層毎の最大水位上昇量及び下降量 

・敷地周辺の主な海域活断層毎の最大水位上昇量及び下降量を下表に示す。また，各断層において実施した検討ケースについて，次頁
に示す。 

断層 
長さ 
(km) 

ﾓｰﾒﾝﾄﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 
Mw 

すべり量 
（m） 

傾斜角 
(°) 

主応力軸 
(°) 

すべり角 
（°） 

上縁深さ 
（km） 

すべり方向 
最大水位上昇量

H(m)※1 

Ｆ－Ⅲ～Ｆ－Ⅴ断層（①+②+③） 48.0 7.27 4.01 90 110 130，180 0 南上がり 3.6 

鳥取沖東部断層～鳥取沖西部断層（④+⑤） 98 7.68 5.77 45 120 170 0 南上がり 0.8 

F57断層（⑥） 108 7.74 8.98 90 120 180，120 0 南上がり 1.2 

Ｋ－４～Ｋ－７撓曲（⑦+⑧+⑨） 19.0 6.68 1.58 90 120 115，130 0 北上がり 2.5 

大田沖断層（⑩） 53 7.33 4.43 90 120 180 0 右横ずれ 0.8 

Ｋ－１撓曲＋Ｋ－２撓曲＋FKO断層（⑪+⑫+⑬） 36 7.10 3.00 90 120 140，180 0 北上がり 1.2 

Ｆk－１断層（⑭） 19.0 6.68 1.58 90 120 155 0 北上がり 2.1 

隠岐北西方北部断層（⑮） 36 7.10 3.00 90 90 55 0 西上がり 1.2 

見島北方沖西部断層（⑯） 38 7.13 3.16 90 120 155 0 北上がり 0.7 

水位上昇側（施設護岸） 

水位下降側（２号炉取水槽） 

断層 
長さ 
(km) 

ﾓｰﾒﾝﾄﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 
Mw 

すべり量 
（m） 

傾斜角 
(°) 

主応力軸 
(°) 

すべり角 
（°） 

上縁深さ 
（km） 

すべり方向 
最大水位下降量 

H(m)※2 

Ｆ－Ⅲ～Ｆ－Ⅴ断層（①+②+③） 48.0 7.27 4.01 90 120 115，180 0 南上がり -5.9 

鳥取沖東部断層～鳥取沖西部断層（④+⑤） 98 7.68 5.77 45 120 170 0 南上がり -1.0 

F57断層（⑥） 108 7.74 8.98 90 120 180，120 0 南上がり -1.1 

Ｋ－４～Ｋ－７撓曲（⑦+⑧+⑨） 19.0 6.68 1.58 90 120 115，130 0 南上がり -2.7 

大田沖断層（⑩） 53 7.33 4.43 90 120 180 0 右横ずれ -0.7 

Ｋ－１撓曲＋Ｋ－２撓曲＋FKO断層（⑪+⑫+⑬） 36 7.10 3.00 90 120 140，180 0 南上がり -0.9 

Ｆk－１断層（⑭） 19.0 6.68 1.58 90 120 155 0 南上がり -2.4 

隠岐北西方北部断層（⑮） 36 7.10 3.00 90 90 55 0 西上がり -1.1 

見島北方沖西部断層（⑯） 38 7.13 3.16 90 120 155 0 北上がり -0.6 

※1 地盤変動量，朔望平均満潮位を考慮した値 

※2 地盤変動量，朔望平均干潮位を考慮した値 
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11.年超過確率の参照  11-2 海域活断層から想定される地震による津波 

  海域活断層の検討ケースの考え方 

断層（図中の番号） 
断層長さ 

L(km) 
津波の伝播
距離Δ (km) 

ﾓｰﾒﾝﾄﾏｸﾞﾆ
ﾁｭｰﾄﾞMw 

阿部（1989)による予
測高 H (m) 

Ｆ－Ⅲ～Ｆ－Ⅴ断層 
（①+②+③） 48.0 24 7.3 3.6 

鳥取沖東部断層～ 
鳥取沖西部断層（④+⑤） 98 84 7.7 2.7 

F57断層（⑥） 108 103 7.7 2.2 

Ｋ－４～Ｋ－７撓曲 
（⑦+⑧+⑨） 19.0 12.9 6.7 1.8 

大田沖断層（⑩） 53 67 7.3 1.4 

Ｋ－１撓曲＋Ｋ－２撓曲 
＋FKO断層（⑪+⑫+⑬） 36 50 7.1 1.2 

Ｆk－１断層（⑭） 19.0 28.4 6.7 0.8 

隠岐北西方北部断層（⑮） 36 149 7.1 0.4 

見島北方沖西部断層（⑯） 38 201 7.1 0.3 

：阿部(1989)による予測高が大きくなる断層 

※１ 「Ｆ－Ⅲ～Ｆ－Ⅴ断層（①+②+③）」，「鳥取沖東部断層～鳥取沖西部断層
（④+⑤）」及び「大田沖断層（⑩）」については，十分な調査がなされていること
から，すべり方向を不確かさとした検討は実施しない。 

※２  「鳥取沖東部断層～鳥取沖西部断層（④+⑤）」においては， 「Ｆ－Ⅲ～Ｆ
－Ⅴ断層（①+②+③）」の概略パラメータスタディと同様のケースを実施した。 

・敷地周辺の主な海域活断層の数値シミュレーションについては，阿部（1989）(125)の簡易予測式により算定した津波の予測高を踏まえ，予
測高が大きくなるものについては，詳細に検討を行った。検討ケースの考え方を下表に示す。 

⑯ 

⑥ 

⑩ 

⑮ 

⑬ 

⑪ 

⑫ 

⑭ ⑦ 

⑧ 
⑨ 

③ 

② ① 

⑤ 
④ 

敷地周辺の主な活断層 

島根原子力発電所 

凡例 

海域活断層(単独) 

海域活断層(連動) 

断層（図中の番号） 数値シミュレーションの検討ケース 

Ｆ－Ⅲ～Ｆ－Ⅴ断層 
（①+②+③） 

・阿部(1989)による予測高が最大となったことから，傾斜角及びすべり角を不確かさとして概略パラメータスタディを実施し，それ
らを補間するよう傾斜角，すべり角及び断層上縁深さを不確かさとした詳細パラメータスタディを実施（本編P68～76参照) （84
ケース） 

鳥取沖東部断層～ 
鳥取沖西部断層（④+⑤） 

・阿部(1989)による予測高が比較的大きくなったことから，傾斜角（45°,60°,75°,90°），すべり角（170°,180°）及びすべり方
向を不確かさとしてパラメータスタディを実施 （10ケース） 

大田沖断層（⑩） ・阿部(1989)による予測高が小さいことから，最大水位を示すと考えられる傾斜角90°と固定（１ケース） 

その他の断層 
・阿部(1989)による予測高が小さいことから，最大水位を示すと考えられる傾斜角90°と固定し，すべり方向のみを不確かさとし
てパラメータスタディを実施 （２ケース） 

検討ケースの考え方 

阿部(1989)による予測高 
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 Ｍｗ・傾斜角 
【Ｍｗ】 
・断層長さ48.0kmから，武村(1998)のスケーリング則に基づき設定した。 
【傾斜角】 
・土木学会では，気象庁地震月報に記載されている1973年から1998年8月に近畿～九州の西南日本内陸部で発生し
た気象庁マグニチュード5.0以上，震源深さ20km以下の地震34例について，発震機構解を用い，内陸地震の傾斜角
について45～90゜を目安としている。 

・気象庁地震月報に記載されている初動発震機構解（1973年から2007年のデータ）より，西南日本で発生したM5.0以
上，深さ30km以浅の地震79例の傾斜角に関するデータから， 傾斜角の重みは45°：60°：75°：90°＝0.1：0.3：0.3
：0.3とした。 

【武村(1998)のスケーリング則 】 

L:断層長さ(km) 

Mw:モーメントマグニチュード 

11.年超過確率の参照  11-2 海域活断層から想定される地震による津波 

  F-Ⅲ～F-Ⅴ断層のパラメータ（１／４） 

0

5

10

15

20

25

30

45° 

（52.5°未満） 

60° 

（52.5～67.5°） 

75° 

（67.5～82.5°） 

90° 

（82.5～90°） 

頻
度
（
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
）
 

断層傾斜角度 

12.7% 

25.3% 

34.2% 

27.8% 

気象庁地震月報のデータより算出 
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11.年超過確率の参照  11-2 海域活断層から想定される地震による津波 

  F-Ⅲ～F-Ⅴ断層のパラメータ（２／４） 

・土木学会（2011）では，海域活断層のスケーリング則について，「津波評価技術」の式（武村(1998)の式）と「強震動レシピ」の式（入倉・三宅（2001）の式）のいずれ
かのスケーリング則を適用することとされている。当社は，それらのスケーリング則のうち「津波評価技術」の式を適用している。 

・スケーリング則の適用の考え方について，全体ハザード（算術平均ハザード）への寄与度の観点から検討した。 

・基準津波策定位置における全体ハザード（算術平均ハザード）に対する海域活断層の寄与度は低いことを確認した（上図）。 
・津波水位に対して支配的なパラメータであるすべり量を「津波評価技術」の式と「強震動レシピ」の式により算出し比較すると，「強震動レシピ」の式より算出したす

べり量は，「津波評価技術」の式より算出したすべり量より小さくなり，仮に「強震動レシピ」の式を適用した場合も，全体ハザード（算術平均ハザード）への寄与度
は低いと考えられる（上表）。 

・以上より，「強震動レシピ」の式を適用することによる全体ハザード（算術平均ハザード）への寄与度は低いため，海域活断層については，「津波評価技術」の式
をスケーリング則として適用する。 

1.0E-07

1.0E-06

1.0E-05

1.0E-04

1.0E-03

1.0E-02

1.0E-01
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年
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過
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率
 

水位(m) 

全体（算術平均ハザード） 

日本海東縁部 

海域活断層 

1.0E-07
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1.0E-05
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1.0E-03

1.0E-02

1.0E-01
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過
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水位(m) 

全体（算術平均ハザード） 

日本海東縁部 

海域活断層 

基準津波策定位置におけるハザード曲線  

水位上昇側  水位下降側  

 スケーリング則 

F-Ⅲ～F-Ⅴ断層の 
断層長さ（km） 

傾斜角(°) 断層幅（km） 
すべり量（m） 

「津波評価技術」の式 「強震動レシピ」の式 

48.0 

45 21.2 2.84 1.62 

60 17.3 3.48 1.33 

75 15.5 3.88 1.19 

90 15 4.01 1.15 

スケーリング則毎のすべり量の比較 
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 地震発生層深さ・断層上縁深さ 

【地震発生層深さ】 

・敷地及び敷地周辺における地下構造調査等及び既往研究成果を踏まえて15kmと設定する。 

【断層上縁深さ】 
・土木学会に示される変動範囲0～5km，及び敷地及び敷地周辺における地下構造調査等から推定される断層上縁
深さ2kmに基づき，断層上縁深さの変動範囲を0km，2km及び5kmと設定した。 

項 目 検討内容 上限深さ 下限深さ 

他機関の検討 地震調査研究推進本部(2017)による地震発生層の設定値 2km 15km 

震源鉛直分布 

原子力安全基盤機構(2004)による中国地方のD10，D90 6.4km 13.1km 

気象庁一元化データによる敷地周辺（100km以内）のＤ10，Ｄ90 約5km 約13km 

片尾・吉井（2002）による2000年鳥取県西部地震（余震）の震源鉛直分布 約3km 約12km 

地下構造調査 敷地及び敷地周辺における微動アレイ探査結果 約2km － 

その他の 
研究成果 

岩田・関口（2002）による2000年鳥取県西部地震の波形ｲﾝﾊﾞｰｼﾞｮﾝ解析で用いられた速度構造 2km － 

Shibutani et al.（2005）による2000年鳥取県西部地震のトモグラフィー解析  約2～4km － 

岩崎・佐藤(2009）による鳥取県沖の地殻構造探査 － 約12km 

地震発生層の上限・下限深さの設定値 2km 15km 

11.年超過確率の参照  11-2 海域活断層から想定される地震による津波 

  F-Ⅲ～F-Ⅴ断層のパラメータ（３／４） 
第671回審査会合 資料3  

P71 再掲 
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 主応力軸 

・既往地震の発震機構解の分析及び日本各地の広域応力場を示した既往研究例を参考に，敷地周辺における主応
力軸の範囲は90°～120°と考えられることから，90°，105°及び120°と設定した。 

【既往研究に基づく推定】 【既往地震の発震機構解に基づく推定】 

ハーバードCMTによる発震機構解と主応力軸の向き 

塚原・小林（1991)より引用・加筆 

発震機構解より推定した主応力軸の向き 

島根原子力発電所 

島根原子力発電所 

11.年超過確率の参照  11-2 海域活断層から想定される地震による津波 

  F-Ⅲ～F-Ⅴ断層のパラメータ（４／４） 
第671回審査会合 資料3  

P72 再掲 
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・垣見ほか(2003)(126)に示される発電所から100km以内に位置する領域震源と敷地周辺の主な海域活断層の位置関係を確認する。 

垣見ほか（2003）に基づく対象領域 
［垣見ほか（2003）に一部加筆。］ 

100km 

島根原子力発電所 

⑯ 

⑥ 
⑩ 

③ 

② 
① 

⑬ 

⑪ 

⑫ 
⑭ ⑨ 

④ 

⑤ 

⑮ 

⑦ 

⑧ 

30km 

２．ロジックツリー設定   ２．３ 領域震源（背景的地震）による津波 

 （１）領域震源（背景的地震）と敷地周辺の主な海域活断層の位置関係について (1/2) 

番号 断層 Mw 

①+②+③  F-Ⅲ～F-Ⅴ断層 7.3 

④+⑤ 
 鳥取沖東部断層 
～鳥取沖西部断層 

7.7 

⑥  F57断層 7.7 

⑦+⑧+⑨  K-4～K-7撓曲 6.7 

⑩  大田沖断層 7.3 

⑪+⑫+⑬ 
 K-１撓曲+K-２撓曲 
+FKO断層 

7.1 

⑭  ＦK-1断層 6.7 

⑮  隠岐北西方北部断層 7.1 

⑯  見島北方沖西部断層 7.1 

発電所から100km以内に
位置する領域震源 

最大Mw（Mj） 

10D1 6.8  （7） 

10D2 6.6  （63/4） 

10C4 7.2  （71/2） 

10C5 7.2  （71/2） 

発電所から100㎞以内に位置する領域震源とその規模 

敷地周辺の主な海域活断層とその規模 

ただし，発電所から30km以内は，
海上音波探査結果より後期更新
世以降の活動を考慮する断層及
び撓曲を把握していることより検
討対象外とした 

・発電所から100㎞以内に位置する領域震源のうち，敷地前面に位置する領域震源「10D1」 「10D2」においては，それを上回る規模の海域
活断層が存在しているが， 領域震源「10C4」「10C5」には海域活断層との比較により評価できない範囲が認められることから，阿部
（1989）の簡易予測式を用いて津波の予測高を算定し，土木学会（2011）に示されるスクリーニングを実施した（本編「9-2 ロジックツリー
設定」参照）。 

：「10C4」「10C5」における海域 

11.年超過確率の参照 

  11-3 領域震源（背景的地震）と敷地周辺の主な海域活断層の位置関係（１／２） 

第671回審査会合 資料3  
P73 加筆・修正 
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島根原子力発電所 

100km 

30km 

⑯ 

⑥ 

⑩ 

③ 

② ① 

⑬ 

⑪ 

⑫ 

⑭ ⑨ 
④ 

⑤ 

⑮ 

⑦ 

⑧ 

萩原（1991）に基づく対象領域 
［萩原（1991）に一部加筆。］ 

 発電所から100km以内
に位置する領域震源 

最大Mw（Mj） 
海域活断層の 

地震規模※ 

萩原(1991) 
L2 7.0 （7.3） 7.68(④+⑤) 

M 6.8  （7） 7.74(⑥) 

垣見ほか(2003) 

10D1 6.8  （7） 7.68(④+⑤) 

10D2 6.6  （63/4） 7.74(⑥) 

10C4 7.2  （71/2） 活断層なし 

10C5 7.2  （71/2） 活断層なし 

※ 海域活断層の地震規模Mwに 
ついてはP62参照 

：海域活断層が存在する領域 

番号 断層 Mw 

①+②+③  F-Ⅲ～F-Ⅴ断層 7.3 

④+⑤ 
 鳥取沖東部断層 
～鳥取沖西部断層 

7.7 

⑥  F57断層 7.7 

⑦+⑧+⑨  K-4～K-7撓曲 6.7 

⑩  大田沖断層 7.3 

⑪+⑫+⑬ 
 K-１撓曲+K-２撓曲 
+FKO断層 

7.1 

⑭  ＦK-1断層 6.7 

⑮  隠岐北西方北部断層 7.1 

⑯  見島北方沖西部断層 7.1 

発電所から100km以内に
位置する領域震源 

最大Mw（Mj） 

M 6.8  （7） 

L2 7.0 （7.3） 

発電所から100㎞以内に位置する領域震源とその規模 

敷地周辺の主な海域活断層とその規模 

・萩原(1991)(127)に示される発電所から100km以内に位置する領域震源と敷地周辺の主な海域活断層の位置関係を確認する。 

・発電所から100㎞以内の領域震源として，萩原(1991)に示される領域震源「L2」「M」及び垣見ほか(2003)に示される領域震源「10D1」
「10D2」「10C4」「10C5」が該当する。 

・敷地全面に位置する領域震源については，それを上回る規模の敷地周辺の海域活断層により検討がなされているが，一部活断層が存
在しない領域震源があることから，上記領域震源を対象として，阿部(1989)の簡易予測式を用いて津波水位を推定し，土木学会(2011)に
示されるスクリーニングを実施する。 

：「L2」における海域 

・発電所から100㎞以内に位置する領域震源のうち，敷地前面に位置する領域震源「M」においては，それを上回る規模の海域活断層が存
在しているが， 領域震源「L2」には海域活断層との比較により評価できない範囲が認められることから，阿部（1989）の簡易予測式を用い
て津波の予測高を算定し，土木学会（2011）に示されるスクリーニングを実施した（本編「9-2 ロジックツリー設定」参照） 。 

11.年超過確率の参照 

  11-3 領域震源（背景的地震）と敷地周辺の主な海域活断層の位置関係（２／２） 

第671回審査会合 資料3  
P74 加筆・修正 
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フラクタイル曲線の作成は，以下の手順で実施する。 

①波源毎に作成したハザード曲線を合成する。ハザード曲線を合成する際には，波源毎に計算した全分岐に対するハザード曲線を組み
合わせるとハザード曲線の数が膨大となるため，土木学会（2016）に示されるモンテカルロ手法を適用し，1000本のハザード曲線を作
成した。なお，土木学会（2011）には，モンテカルロ手法によるサンプル数に関する検討事例として，サンプル数が1000本の結果と全分
岐処理した結果に差異がないことが示されている。 

②合成されたハザード曲線に対し，潮位の確率分布を考慮する。潮位を考慮する手順及び潮位の確率分布は次頁に示す。 

③潮位を考慮したハザード曲線を用いてフラクタイル曲線を作成する。 

：断層l，地点k に関するロジック j のハザード曲線（＝年超過確率） 

：すべて（Ｌ個）の断層に関するロジックの組合せ（j1,j2,…jL）に対する年超過確率 

但し，以下のとおりとする。 

土木学会(2016)を引用・加筆 

11.年超過確率の参照  11-4 フラクタイル曲線 

  作成方法 
第671回審査会合 資料3  

P75 再掲 
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・今回作成した津波ハザード評価におけるロジックツリーに関して，モンテカルロ手法においてサンプル数の多少による年超過確率の値
に対する感度解析を行い，サンプル数の妥当性について検討する。 

・感度解析では，サンプル数を200から10000まで変化させた時の算術平均ハザード曲線を作成し，比較を行う。 

・感度解析の結果，年超過確率はサンプル数1000以上で有意な差がないことを確認した。 

・上記結果より，今回作成したロジックツリーに関して，年超過確率はサンプル数1000以上で全分岐と同等の値に達すると考えられること
から，モンテカルロ手法のサンプル数は1000で妥当と考える。 

■水位上昇側 
２号炉取水口 ２号炉取水槽 施設護岸又は防波壁※ 

■水位下降側 

※ 施設護岸を超える場合には防波壁位置での水位を考慮 
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11.年超過確率の参照  11-4 フラクタイル曲線 

  モンテカルロ手法 サンプル数の感度解析 
第671回審査会合 資料3  

P76 加筆・修正 
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島根原子力発電所 

観測潮位の確率分布 

・ハザード曲線で考慮する潮位は，島根原子力発電所における1995年9月から2010年3月までの観測記録に基づ
き，以下に示す確率分布を適用する。 
・潮位は土木学会（2011）に基づき，以下に示す手順で考慮する。 

潮位を考慮する手順 

11.年超過確率の参照  11-4 フラクタイル曲線 

  潮位の考慮 
第671回審査会合 資料3  

P77 再掲 
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■水位上昇側：施設護岸又は防波壁 

施設護岸又は防波壁
における基準津波水位 

基準津波1 
（水位上昇側） 

+10.5m 

基準津波2 
（水位上昇側） 

+8.7m 

・施設護岸又は防波壁※におけるハザード曲線を以下に示す。 
・ハザード曲線は，施設護岸位置又は防波壁における全計算格子それぞれのハザード曲線を包絡し，作成した。 
・施設護岸又は防波壁における基準津波水位に対する年超過確率は，水位上昇側で10-4～10-5程度である。 
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位置図 

施設護岸 

※ 施設護岸を超える場合には防波壁位置での水位を考慮 

11.年超過確率の参照  11-5 施設護岸又は防波壁，２号炉取水口及び２号炉取水槽における津波ハザード評価結果 

  年超過確率の参照（水位上昇側） 第671回審査会合 資料3  
P78 再掲 
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■水位下降側：２号炉取水槽 

２号炉取水口における 
基準津波水位 

基準津波1 
（水位下降側） 

-5.0m 

基準津波3 
（水位下降側） 

-4.5m 

基準津波4 
（水位下降側） 

-3.9m 

■水位下降側：２号炉取水口 

２号炉取水槽における 
基準津波水位 

基準津波1 
（水位下降側） 

-5.9m 

基準津波3 
（水位下降側） 

-5.9m 

基準津波4 
（水位下降側） 

-5.9m 

・ ２号炉取水口における基準津波水位に対する年超過確率は水位下降側で10-3～10-5程度，２号炉取水槽におけ
る基準津波水位に対する年超過確率は水位下降側で10-4程度である。 

位置図 

２号炉取水口 

２号炉取水槽 
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11.年超過確率の参照  11-5 施設護岸又は防波壁，２号炉取水口及び２号炉取水槽における津波ハザード評価結果 

  年超過確率の参照（水位下降側） 第671回審査会合 資料3  
P79 再掲 
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■水位上昇側 

２号炉取水口 ２号炉取水槽 施設護岸又は防波壁 

■水位下降側 

・施設護岸又は防波壁※における水位上昇側，２号炉取水口及び２号炉取水槽における水位下降側のフラクタイ
ル曲線を以下に示す。 
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※ 施設護岸を超える場合には防波壁位置での水位を考慮 

11.年超過確率の参照  11-5 施設護岸又は防波壁，２号炉取水口及び２号炉取水槽における津波ハザード評価結果 

  年超過確率の参照（フラクタイル曲線） 第671回審査会合 資料3  
P80 再掲 
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■水位上昇側 

２号炉取水口 ２号炉取水槽 施設護岸又は防波壁※ 

■水位下降側 
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※ 施設護岸を超える場合には防波壁位置での水位を考慮 

11.年超過確率の参照  11-5 施設護岸又は防波壁，２号炉取水口及び２号炉取水槽における津波ハザード評価結果 

  （参考）申請時と今回の算術平均ハザード比較 第671回審査会合 資料3  
P81 再掲 
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【津波ハザード評価の考え方】 
・日本原子力学会（2012）(128)では，地震と津波を同時に被る状態でのリスク評価については，地震と津波の相互作用によるリスク評価
技術を段階的に開発していくとしており，現時点では地震そのものによる安全機能等への影響の考慮は適用範囲外としている。 

・一方で，基準津波の策定において，防波堤無しによる基準津波が選定されたことを踏まえ，防波堤の有無による影響を考慮した津波
ハザード評価の影響検討を参考として実施する。 

 
 
【重みの設定の考え方】 
・防波堤の有無に関する重みについては，土木学会(2016)に基づき，下記のとおり設定する。 
 
１．日本海東縁部に想定される地震 
 震源域は，島根原子力発電所から十分遠方に位置することから，当該地震域での地震活動に伴い防波堤が損傷することは極めて考
えにくいことから，防波堤の有無に関する重みを「防波堤有り：防波堤無し＝0.9：0.1」と設定する。 

２．海域活断層から想定される地震 
 当該震源域での地震活動に伴い防波堤の損傷程度が判断できないことから，重み付けの判断が困難とし，防波堤の有無に関する重
みを「防波堤有り：防波堤無し＝0.5：0.5」と設定する。 

重みの配分 

（分岐が２つの場合） 
前提条件 

0.5:0.5 現時点の知見で重み付けの判断が困難な場合 

0.3:0.7 関連情報に基づけば片方の重みが高いと考えられる場合 

0.1:0.9 
関連情報に基づけば分岐を設ける必要が無いと考えられるが，分岐として成立す
る可能性を考慮する場合 

アンケートに基づかない場合の重みの配分例 

土木学会（2016）より引用 

11.年超過確率の参照  11-6 防波堤の影響検討 

  防波堤の有無に関する津波ハザード評価の考え方 
第671回審査会合 資料3  

P82 再掲 
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・防波堤の有無について，津波高さ推定モデルに因子を追加した。 
・日本海東縁部に想定される地震による津波の津波高さ推定モデル及び海域活断層から想定される地震による津
波の津波高さ推定モデルを下記に示す。 

傾斜方向と基準走向 
 ・4タイプ（E0，E1及びE2） 
 ・6タイプ（E3） 

地震モーメントは断層長さにより決まる 

（「津波評価技術」の式） 

地震モーメントは断層面積により決まる 

（「強震動レシピ」の式） 

傾斜角 
30－60° 
一様分布 

0.45 

0.55 
津波推定値の 

ばらつきの分布へ 

スケーリング則 防波堤の有無 

地震発生 
モデルより 

傾斜方向と 

基準走向 傾斜角 

・0 km 
・2 km 
・5 km 

一様分布 

・90° 
・105° 
・120° 

 一様分布  

傾斜方向 応力場（P軸） 断層上縁深さ 

津波推定値の 

ばらつき分布へ 

防波堤の有無 

 南傾斜  
地震発生 
モデルより 

日本海東縁部に想定される地震による津波の津波高さ推定モデル 

海域活断層から想定される地震による津波の津波高さ推定モデル 

防波堤有り 

防波堤有り 

防波堤無し 

0.9 

0.1 

防波堤無し 

0.5 

0.5 

11.年超過確率の参照  11-6 防波堤の影響検討 

  防波堤の有無に関する因子の設定 
第671回審査会合 資料3  
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基準津波の策定位置 

水深65m 

約2.5km 

単位：m 

・防波堤の有無を考慮した基準津波の策定位置における基準津波水位に対する年超過確率は，水位上昇側で
10-3～10-5程度である。 

基準津波の策定位置における 

基準津波水位 

基準津波1 
（水位上昇側） 

+2.44m 

基準津波2 
（水位上昇側） 

+1.21m 

基準津波5 
（水位上昇側） 

+1.25m 

位置図 
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11.年超過確率の参照  11-6 防波堤の影響検討 

  年超過確率の参照（水位上昇側） 
第671回審査会合 資料3  
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基準津波の策定位置 

水深65m 

約2.5km 

単位：m 

・防波堤の有無を考慮した基準津波の策定位置における基準津波水位に対する年超過確率は，水位下降側で
10-3～10-5程度である。 

基準津波の策定位置における 

基準津波水位 

基準津波1 
（水位下降側） 

-1.96m 

基準津波3 
（水位下降側） 

-1.07m 

基準津波4 
（水位下降側） 

-1.05m 

基準津波6 
（水位下降側） 

-1.35m 

位置図 
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11.年超過確率の参照  11-6 防波堤の影響検討 

  年超過確率の参照（水位下降側） 
第671回審査会合 資料3  

P85 再掲 



456 

■水位上昇側 ■水位下降側 

・防波堤の有無を考慮した基準津波の策定位置におけるフラクタイル曲線を以下に示す。 
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11.年超過確率の参照  11-6 防波堤の影響検討 

  年超過確率の参照（フラクタイル曲線） 
第671回審査会合 資料3  
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・施設護岸又は防波壁※におけるハザード曲線を以下に示す。 
・ハザード曲線は，施設護岸位置又は防波壁における全計算格子それぞれのハザード曲線を包絡し，作成した。 
・防波堤の有無を考慮した施設護岸又は防波壁における基準津波水位に対する年超過確率は，水位上昇側で
10-4～10-6程度である。 

施設護岸又は防波壁
における基準津波水位 

基準津波1 
（水位上昇側） 

+11.6m 

基準津波2 
（水位上昇側） 

+8.7m 

基準津波5 
（水位上昇側） 

+11.2m 
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■水位上昇側：施設護岸又は防波壁 

位置図 

施設護岸 

※ 施設護岸を超える場合には防波壁位置での水位を考慮 

11.年超過確率の参照  11-6 防波堤の影響検討 

  年超過確率の参照（水位上昇側） 
第671回審査会合 資料3  
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■水位下降側：２号炉取水槽 

２号炉取水口における 
基準津波水位 

基準津波1 
（水位下降側） 

-5.9m 

基準津波3 
（水位下降側） 

-4.5m 

基準津波4 
（水位下降側） 

-4.1m 

基準津波6 
（水位下降側） 

-6.0m 

■水位下降側：２号炉取水口 

２号炉取水槽における 
基準津波水位 

基準津波1 
（水位下降側） 

-7.5m 

基準津波3 
（水位下降側） 

-5.9m 

基準津波4 
（水位下降側） 

-6.3m 

基準津波6 
（水位下降側） 

-7.8m 

位置図 

２号炉取水口 

２号炉取水槽 

・防波堤の有無を考慮した２号炉取水口における基準津波水位に対する年超過確率は水位下降側で10-3～ 
 10-5程度，２号炉取水槽における基準津波水位に対する年超過確率は水位下降側で10-3～10-5程度である。 
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11.年超過確率の参照  11-6 防波堤の影響検討 

  年超過確率の参照（水位下降側） 
第671回審査会合 資料3  
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■水位上昇側 

２号炉取水口 ２号炉取水槽 施設護岸又は防波壁 

■水位下降側 

・防波堤の有無を考慮した施設護岸又は防波壁※における水位上昇側，２号炉取水口及び２号炉取水槽における
水位下降側のフラクタイル曲線を以下に示す。 
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※ 施設護岸を超える場合には防波壁位置での水位を考慮 

11.年超過確率の参照  11-6 防波堤の影響検討 

  年超過確率の参照（フラクタイル曲線） 
第671回審査会合 資料3  

P89 再掲 



460 

■水位上昇側 

２号炉取水口 ２号炉取水槽 施設護岸又は防波壁※ 

■水位下降側 
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※ 施設護岸を超える場合には防波壁位置での水位を考慮 

・防波堤有りのみ考慮した年超過確率と防波堤の有無を考慮した年超過確率を比較した結果，各評価地点におい
て同等となることを確認した。 
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11.年超過確率の参照  11-6 防波堤の影響検討 

  （参考） 防波堤の有無に関する因子を考慮しない場合との比較 

第671回審査会合 資料3  
P90 再掲 
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 1.施設概要及び文献調査                    
 2.津波評価手法及び評価条件      
 3.地震による津波の想定      
 4.地震以外の要因による津波の想定 
 5.津波起因事象の重畳による津波想定 
 6.防波堤の影響検討 
 7.基準津波の策定 
 8.津波堆積物調査 
 9.津波の伝播特性 
10.取水性の確保 
11.年超過確率の参照 
12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 
 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 
 12-2 取水槽における砂移動評価結果まとめ 
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・基準津波１（防波堤有）による堆積浸食分布（最終地形）及び最大堆積厚分布を以下に示す。 

堆積浸食分布（最終地形） 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

堆積浸食分布（最終地形） 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

最大堆積厚分布 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

最大堆積厚分布 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

藤井ほか（1998）(129)の手法（浮遊砂上限濃度１％） 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度５％） 

 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 堆積浸食分布図（最終地形） 基準津波１ 第662回審査会合 資料2-1 P9 再掲 
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堆積浸食分布（最終地形） 最大堆積厚分布 

・基準津波１（防波堤有）による堆積浸食分布（最終地形）及び最大堆積厚分布を以下に示す。 

2号炉取水口（東）：0.02m 
2号炉取水口（西）：0.02m 

2号炉取水口(西):0.02m 

2号炉取水口(東)：0.02m 

2号炉取水口（東）：0.02m 
2号炉取水口（西）：0.02m 

2号炉取水口(西):0.02m 

2号炉取水口(東)：0.02m 

高橋ほか（1999）(130)の手法（浮遊砂上限濃度１％） 

 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 堆積浸食分布図（最終地形） 基準津波１ 第662回審査会合 資料2-1 P10 再掲 
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・基準津波１（防波堤無）による堆積浸食分布（最終地形）及び最大堆積厚分布を以下に示す。 

堆積浸食分布（最終地形） 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

堆積浸食分布（最終地形） 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

最大堆積厚分布 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

最大堆積厚分布 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度５％） 

 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 堆積浸食分布図（最終地形） 基準津波１ 第662回審査会合 資料2-1 P11 再掲 
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・基準津波１（防波堤無）による堆積浸食分布（最終地形）及び最大堆積厚分布を以下に示す。 

堆積浸食分布（最終地形） 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

最大堆積厚分布 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

高橋ほか（1999）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 

 12基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 堆積浸食分布図（最終地形） 基準津波１ 第662回審査会合 資料2-1 P12 再掲 
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・基準津波２による堆積浸食分布（最終地形）及び最大堆積厚分布を以下に示す。 

堆積浸食分布（最終地形） 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

堆積浸食分布（最終地形） 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

最大堆積厚分布 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

最大堆積厚分布 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度５％） 

 12基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ   
    評価結果 堆積浸食分布図（最終地形） 基準津波２ 第662回審査会合 資料2-1 P13 再掲 
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・基準津波２による堆積浸食分布（最終地形）及び最大堆積厚分布を以下に示す。 

堆積浸食分布（最終地形） 

2号炉取水口（東）：0.01m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.01m 

最大堆積厚分布 

2号炉取水口（東）：0.01m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.01m 

高橋ほか（1999）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 

 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 堆積浸食分布図（最終地形） 基準津波２ 第662回審査会合 資料2-1 P14 再掲 
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・基準津波３による堆積浸食分布（最終地形）及び最大堆積厚分布を以下に示す。 

堆積浸食分布（最終地形） 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

堆積浸食分布（最終地形） 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

最大堆積厚分布 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

最大堆積厚分布 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度５％） 

 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 堆積浸食分布図（最終地形） 基準津波３ 第662回審査会合 資料2-1 P15 再掲 
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・基準津波３による堆積浸食分布（最終地形）及び最大堆積厚分布を以下に示す。 

堆積浸食分布（最終地形） 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

最大堆積厚分布 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

高橋ほか（1999）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 

 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 堆積浸食分布図（最終地形） 基準津波３ 第662回審査会合 資料2-1 P16 再掲 



470 

・基準津波４（防波堤有）による堆積浸食分布（最終地形）及び最大堆積厚分布を以下に示す。 

堆積浸食分布（最終地形） 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

堆積浸食分布（最終地形） 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

最大堆積厚分布 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

最大堆積厚分布 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度５％） 

 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 堆積浸食分布図（最終地形） 基準津波４ 第662回審査会合 資料2-1 P17 再掲 
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・基準津波４（防波堤有）による堆積浸食分布（最終地形）及び最大堆積厚分布を以下に示す。 

堆積浸食分布（最終地形） 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

最大堆積厚分布 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

高橋ほか（1999）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 

 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 堆積浸食分布図（最終地形） 基準津波４ 第662回審査会合 資料2-1 P18 再掲 
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・基準津波４（防波堤無）による堆積浸食分布（最終地形）及び最大堆積厚分布を以下に示す。 

堆積浸食分布（最終地形） 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

堆積浸食分布（最終地形） 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

最大堆積厚分布 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

最大堆積厚分布 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度５％） 

 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 堆積浸食分布図（最終地形） 基準津波４ 第662回審査会合 資料2-1 P19 再掲 
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・基準津波４（防波堤無）による堆積浸食分布（最終地形）及び最大堆積厚分布を以下に示す。 

堆積浸食分布（最終地形） 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

最大堆積厚分布 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

高橋ほか（1999）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 

 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 堆積浸食分布図（最終地形） 基準津波４ 第662回審査会合 資料2-1 P20 再掲 
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・基準津波５による堆積浸食分布（最終地形）及び最大堆積厚分布を以下に示す。 

堆積浸食分布（最終地形） 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

堆積浸食分布（最終地形） 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

最大堆積厚分布 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

最大堆積厚分布 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度５％） 

 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 堆積浸食分布図（最終地形） 基準津波５ 第662回審査会合 資料2-1 P21 再掲 
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・基準津波５による堆積浸食分布（最終地形）及び最大堆積厚分布を以下に示す。 

堆積浸食分布（最終地形） 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

最大堆積厚分布 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

高橋ほか（1999）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 

 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 堆積浸食分布図（最終地形） 基準津波５ 第662回審査会合 資料2-1 P22 再掲 
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・基準津波６による堆積浸食分布（最終地形）及び最大堆積厚分布を以下に示す。 

堆積浸食分布（最終地形） 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

堆積浸食分布（最終地形） 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

最大堆積厚分布 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

最大堆積厚分布 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度５％） 

 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 堆積浸食分布図（最終地形） 基準津波６ 第662回審査会合 資料2-1 P23 再掲 
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・基準津波６による堆積浸食分布（最終地形）及び最大堆積厚分布を以下に示す。 

堆積浸食分布（最終地形） 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

最大堆積厚分布 

2号炉取水口（東）：0.00m 
2号炉取水口（西）：0.00m 

2号炉取水口(西):0.00m 

2号炉取水口(東)：0.00m 

高橋ほか（1999）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 

 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 堆積浸食分布図（最終地形） 基準津波６ 第662回審査会合 資料2-1 P24 再掲 
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・基準津波１（防波堤有）による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形を以下に示す。 

２号炉取水口（東） ２号炉取水口（西） 

0.00% 0.00% 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 取水口位置による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形 基準津波１ 
第662回審査会合 
資料2-1 P25 再掲 
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・基準津波１（防波堤有）による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形を以下に示す。 

２号炉取水口（東） ２号炉取水口（西） 

0.00% 0.00% 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度５％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 取水口位置による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形 基準津波１ 
第662回審査会合 
資料2-1 P26 再掲 
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・基準津波１（防波堤有）による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形を以下に示す。 

２号炉取水口（東） ２号炉取水口（西） 

0.02m 

0.04% 

0.02m 

0.04% 

高橋ほか（1999）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 取水口位置による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形 基準津波１ 
第662回審査会合 
資料2-1 P27 再掲 



481 

・基準津波１（防波堤無）による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形を以下に示す。 

２号炉取水口（東） ２号炉取水口（西） 

0.00m 

0.00% 

0.00m 

0.00% 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 取水口位置による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形 基準津波１ 
第662回審査会合 
資料2-1 P28 再掲 



482 

・基準津波１（防波堤無）による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形を以下に示す。 

２号炉取水口（東） ２号炉取水口（西） 

0.00m 0.00m 

0.00% 0.00% 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度５％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 取水口位置による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形 基準津波１ 
第662回審査会合 
資料2-1 P29 再掲 



483 

・基準津波１（防波堤無）による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形を以下に示す。 

２号炉取水口（東） ２号炉取水口（西） 

0.00m 

0.00% 

0.00m 

0.01% 

高橋ほか（1999）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 取水口位置による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形 基準津波１ 
第662回審査会合 
資料2-1 P30 再掲 



484 

・基準津波２による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形を以下に示す。 

２号炉取水口（東） ２号炉取水口（西） 

0.00m 

0.00% 0.00% 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 取水口位置による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形 基準津波２ 
第662回審査会合 
資料2-1 P31 再掲 



485 

・基準津波２による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形を以下に示す。 

２号炉取水口（東） ２号炉取水口（西） 

0.00m 0.00m 

0.00% 0.00% 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度５％） 

水
位

(m
) 

堆
積
厚

(m
) 

浮
遊

砂
濃

度
(%

) 

時間(分) 

時間(分) 

時間(分) 
水
位

(m
) 

堆
積
厚

(m
) 

浮
遊

砂
濃

度
(%

) 

時間(分) 

時間(分) 

時間(分) 

 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 取水口位置による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形 基準津波２ 
第662回審査会合 
資料2-1 P32 再掲 



486 

・基準津波２による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形を以下に示す。 

２号炉取水口（東） ２号炉取水口（西） 

0.01m 

0.01% 

0.00m 

0.01% 

高橋ほか（1999）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 取水口位置による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形 基準津波２ 
第662回審査会合 
資料2-1 P33 再掲 



487 

・基準津波３による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形を以下に示す。 

２号炉取水口（東） ２号炉取水口（西） 

0.00m 

0.00% 

0.00m 

0.00% 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 取水口位置による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形 基準津波３ 
第662回審査会合 
資料2-1 P34 再掲 



488 

・基準津波３による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形を以下に示す。 

２号炉取水口（東） ２号炉取水口（西） 

0.00m 0.00m 

0.00% 0.00% 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度５％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 取水口位置による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形 基準津波３ 
第662回審査会合 
資料2-1 P35 再掲 



489 

・基準津波３による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形を以下に示す。 

２号炉取水口（東） ２号炉取水口（西） 

0.00m 

0.01% 

0.00m 

0.01% 

高橋ほか（1999）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 

水
位

(m
) 

堆
積
厚

(m
) 

浮
遊

砂
濃

度
(%

) 

時間(分) 

時間(分) 

時間(分) 
水
位

(m
) 

堆
積
厚

(m
) 

浮
遊

砂
濃

度
(%

) 

時間(分) 

時間(分) 

時間(分) 

 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 取水口位置による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形 基準津波３ 
第662回審査会合 
資料2-1 P36 再掲 



490 

・基準津波４（防波堤有）による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形を以下に示す。 

２号炉取水口（東） ２号炉取水口（西） 

0.00m 

0.00% 

0.00m 

0.00% 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 取水口位置による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形 基準津波４ 
第662回審査会合 
資料2-1 P37 再掲 



491 

・基準津波４（防波堤有）による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形を以下に示す。 

２号炉取水口（東） ２号炉取水口（西） 

0.00m 0.00m 

0.00% 0.00% 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度５％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 取水口位置による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形 基準津波４ 
第662回審査会合 
資料2-1 P38 再掲 



492 

・基準津波４（防波堤有）による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形を以下に示す。 

２号炉取水口（東） ２号炉取水口（西） 

0.00m 0.00m 

0.00% 0.00% 

高橋ほか（1999）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 取水口位置による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形 基準津波４ 
第662回審査会合 
資料2-1 P39 再掲 



493 

・基準津波４（防波堤無）による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形を以下に示す。 

２号炉取水口（東） ２号炉取水口（西） 

0.00m 

0.00% 

0.00m 

0.00% 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 取水口位置による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形 基準津波４ 
第662回審査会合 
資料2-1 P40 再掲 



494 

・基準津波４（防波堤無）による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形を以下に示す。 

２号炉取水口（東） ２号炉取水口（西） 

0.00m 

0.00% 

0.00m 

0.00% 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度５％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 取水口位置による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形 基準津波４ 
第662回審査会合 
資料2-1 P41 再掲 



495 

・基準津波４（防波堤無）による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形を以下に示す。 

２号炉取水口（東） ２号炉取水口（西） 

0.00m 

0.00% 

0.00m 

0.00% 

高橋ほか（1999）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 取水口位置による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形 基準津波４ 
第662回審査会合 
資料2-1 P42 再掲 



496 

・基準津波５による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形を以下に示す。 

２号炉取水口（東） ２号炉取水口（西） 

0.00m 

0.00% 

0.00m 

0.00% 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 取水口位置による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形 基準津波５ 
第662回審査会合 
資料2-1 P43 再掲 



497 

・基準津波５による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形を以下に示す。 

２号炉取水口（東） ２号炉取水口（西） 

0.00m 0.00m 

0.00% 0.00% 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度５％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 取水口位置による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形 基準津波５ 
第662回審査会合 
資料2-1 P44 再掲 



498 

・基準津波５による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形を以下に示す。 

２号炉取水口（東） ２号炉取水口（西） 

0.00m 0.00m 

0.00% 0.00% 

高橋ほか（1999）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 取水口位置による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形 基準津波５ 
第662回審査会合 
資料2-1 P45 再掲 



499 

・基準津波６による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形を以下に示す。 

２号炉取水口（東） ２号炉取水口（西） 

0.00m 0.00m 

0.00% 0.00% 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 取水口位置による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形 基準津波６ 
第662回審査会合 
資料2-1 P46 再掲 
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・基準津波６による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形を以下に示す。 

２号炉取水口（東） ２号炉取水口（西） 

0.00m 0.00m 

0.00% 0.00% 

藤井ほか（1998）の手法（浮遊砂上限濃度５％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 取水口位置による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形 基準津波６ 
第662回審査会合 
資料2-1 P47 再掲 
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・基準津波６による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形を以下に示す。 

２号炉取水口（東） ２号炉取水口（西） 

0.00m 0.00m 

0.00% 0.00% 

高橋ほか（1999）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-1 取水口周辺における砂移動評価結果まとめ 

  評価結果 取水口位置による水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴波形 基準津波６ 
第662回審査会合 
資料2-1 P48 再掲 
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余白 



503 

・基準津波１（上昇側）による取水槽の水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴を示す。 

基準津波１（上昇側，防波堤有，ポンプ運転） 基準津波１（上昇側，防波堤有，ポンプ停止） 
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0.00% 

高橋ほか（1999）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-2 取水槽における砂移動評価結果まとめ  

  評価結果（取水槽における水位時刻歴波形） 第662回審査会合 資料2-1 P53 再掲 



504 

・基準津波１（上昇側）による取水槽の水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴を示す。 

基準津波１（上昇側，防波堤無，ポンプ運転） 基準津波１（上昇側，防波堤無，ポンプ停止） 
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高橋ほか（1999）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-2 取水槽における砂移動評価結果まとめ  

  評価結果（取水槽における水位時刻歴波形） 第662回審査会合 資料2-1 P54 再掲 



505 

・基準津波１（下降側）による取水槽の水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴を示す。 

基準津波１（下降側，防波堤有，ポンプ運転） 基準津波１（下降側，防波堤有，ポンプ停止） 
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0.00% 

高橋ほか（1999）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-2 取水槽における砂移動評価結果まとめ  

  評価結果（取水槽における水位時刻歴波形） 第662回審査会合 資料2-1 P55 再掲 
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・基準津波１（下降側）による取水槽の水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴を示す。 

基準津波１（下降側，防波堤無，ポンプ運転） 基準津波１（下降側，防波堤無，ポンプ停止） 

0.01m 0.00m 

0.00% 0.00% 

高橋ほか（1999）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-2 取水槽における砂移動評価結果まとめ  

  評価結果（取水槽における水位時刻歴波形） 第662回審査会合 資料2-1 P56 再掲 



507 

・基準津波２による取水槽の水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴を示す。 

基準津波２（上昇側，ポンプ運転） 基準津波２（上昇側，ポンプ停止） 

0.01m 0.00m 
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高橋ほか（1999）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-2 取水槽における砂移動評価結果まとめ  

  評価結果（取水槽における水位時刻歴波形） 第662回審査会合 資料2-1 P57 再掲 



508 

・基準津波３による取水槽の水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴を示す。 

基準津波３（下降側，ポンプ運転） 基準津波３（下降側，ポンプ停止） 
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高橋ほか（1999）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-2 取水槽における砂移動評価結果まとめ  

  評価結果（取水槽における水位時刻歴波形） 第662回審査会合 資料2-1 P58 再掲 



509 

・基準津波４による取水槽の水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴を示す。 

基準津波４（下降側，防波堤有，ポンプ運転） 基準津波４（下降側，防波堤有，ポンプ停止） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-2 取水槽における砂移動評価結果まとめ  

  評価結果（取水槽における水位時刻歴波形） 第662回審査会合 資料2-1 P59 再掲 



510 

・基準津波４による取水槽の水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴を示す。 

基準津波４（下降側，防波堤無，ポンプ運転） 基準津波４（下降側，防波堤無，ポンプ停止） 
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高橋ほか（1999）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-2 取水槽における砂移動評価結果まとめ  

  評価結果（取水槽における水位時刻歴波形） 第662回審査会合 資料2-1 P60 再掲 
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・基準津波５による取水槽の水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴を示す。 

基準津波５（上昇側，ポンプ運転） 基準津波５（上昇側，ポンプ停止） 

0.00m 0.00m 

0.00% 0.00% 

高橋ほか（1999）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-2 取水槽における砂移動評価結果まとめ  

  評価結果（取水槽における水位時刻歴波形） 第662回審査会合 資料2-1 P61 再掲 



512 

・基準津波６による取水槽の水位，堆積厚及び浮遊砂濃度の時刻歴を示す。 

基準津波６（下降側，ポンプ運転） 基準津波６（下降側，ポンプ停止） 
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高橋ほか（1999）の手法（浮遊砂上限濃度１％） 
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 12.基準津波に対する安全性（砂移動評価） 12-2 取水槽における砂移動評価結果まとめ  

  評価結果（取水槽における水位時刻歴波形） 第662回審査会合 資料2-1 P62 再掲 
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